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Nationalism and Christianity under the Socialist State Romania

Mitsuhiro Shimmen

　社 会主義体 制崩壊後 の旧東欧社会 にお いて民族主 義や宗教の影響 が大 き く

な ったばか りでな く,こ の両老 が相互に深 く結びついて対立や紛争 のなかで大

きな役割 を果 た した ことは西側の人 々に驚 きを与えた。 しか し,旧 東欧 の社会

主義体制下 では社会主義イデオ ロギーが社 会を表層では支配 していた ものの,

実際 には民族主義が社会的に大 きな影 響力を もっていたのである。 旧東欧諸国

のひ とつであ るル ーマニアも例 外ではなか った。社会主 義体制下 において民族

に関す る表象 およびその言説 が社会 のなかで支配的であ り,一 方 キ リス ト教 も

民族的伝統を代表 し,民 族的価値 を肯 定するか ぎ りで肯 定的な評価 を保 って い

た。 このことが意味す るのは,も とも と民族 に限定 され ず普遍 的な立場 に立つ

はず のキ リス ト教や国際間の階級的連帯 に立脚 して国家 や民族 を否定す る社会

主義思想が,実 際には民族 的感情や民族理念 を強調 する民族主義的立場 に近づ

いて いた とい う事実 である。

　本稿 では こ うした共存の しくみ を説 明するために,ス ター リン批判以後の政

治的危機,お よび民衆の 日常生活 における戦略 的行 為が生み 出 した社会主義体

制 の危機 に対 して,共 産党指導 部が行 った民族表 象の操 作 とその効果 に注 目

す る。その具体的手段 として党指導部 が利用 しようとした のは聖職者 と知識人

であ り,そ の求めに応 じて聖職者や知識人 は社会主 義体制下 での従属的 な役割

を受け入れた。党指導部が この操作を行 った理 由は,ル ーマニア社会におけ る

戦前か らの強 い民族 主義的 な傾 向 と民衆 への キ リス ト教会 の大 きな影響 力に

あ った。民族主義は第二次大戦後は抑圧 され,キ リス ト教 もスター リン主義体

制の もとで弾圧 されたが,い ぜ んとして強 い影響 力を保持 して いた。ス ター リ

ソ批判以後 の政 治的危機を の りこえ るため に ソ連か らの自立の道を選んだ党指

導部は,独 自の社会主義体制を確立す るために 国内統合 の原理 として民族主義
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とキ リス ト教を利用 しよ うとした のであ る。ただ し,こ れ ら聖職者や知識人 も

ただ一方的に受動的 に操作 されたわけではな く,主 体的 な戦略を もっていた。

聖職者 はキ リス ト教 に民族 的伝統を代表 させ ることによって社会的な影響力を

増大 させ,知 識人 は党指導部 との言説 のヘ ゲモ ニーを競 うとともに知識 人共同

体 の内部で も競合す るこ とに よって,結 果 として伝統的 な民族的言説を強化 し

た。 さらに民衆 も民族主義 とキ リス ト教を利用する党指導部 のプ ロパ ガンダに

よって操作 され ていた ばか りでは な く,生 活上の必要 に迫 られ て民衆が選択 し

た戦略 は,党 による社会 的支配 の効力を弱めた。一方,石 油 シ ョックの影響に

よる経済発展 の挫折 は,発 展 を約束す る社会主義イデオ ロギーの建前 としての

根拠す ら失わせ,党 指導部 は対外的緊張や民族主義にい っそ う依存せ ざるを>x

な くな った。 こ うして,政 府 が行 った民族表象の操作 は,そ の意 図を こえて民

族 主義 が社会 の支配的 な思想 となって,社 会主義 とキ リス ト教 の共存を可能に

する結果 をもた らした のであ る。

   People in the West were surprised when they recognized, after the 

collapse of communist regimes, the fact that nationalism and Christi-

anity, intermingling with each other, had had a strong influence on East 
European societies. But in fact nationalism had been strong even under 

socialist societies. Romania is not exceptional. Under the communist 
regime, the state ideology tended to emphasize the national representa-

tion and its discourse. Although Marxism-Leninism insisted on athe-

ism, Christianity could coexist with it in Romania as long as it was 

supportive. This means that both socialism and Christianity empha-

sized the ethnic consciousness in Romanian society. As a result, con-

tradictory ideologies, such as Christianity and socialism actually sup-

ported each other through nationalism. 
   In this paper, I explain how such contradictory ideologies could 

have coexisted in Romanian society by focusing on the communist par-

ty's manipulation of national representations and its effects in economic 

and political crisis. The clergy and intellectuals were utilized for 
legitimizing socialist ideology and they were not so resistant. The reason 

the communist party carried out this manipulation was that nationalism 

and Christianity had been so influential in Romanian society. Although 

at the beginning of the communist regime, the communist party, obeying 

Stalinism, suppressed national ideas, it chose an independent policy 

from the USSR after de-Stalinization and decided to revive nationalism 

as an alternative ideology for rule. The Church was useful for the same 

purpose, too. While the communist party tried to put the clergy and 
intellectuals under its control, they did not just acquiesce but reacted 

strategically to this. The clergy tried to strengthen their power by 

positioning Christianity at the center of the national tradition. The
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intellectuals opposed the hegemony of the communist party by leading 

nationalistic discourse. On the other hand, the masses also reacted 

strategically according to their needs. Their survival strategy in 

everyday life weakened the rule of the centralized government. Besides , 

the oil shock prevented the economic plan from achieving its goals. The 

economic crisis deprived the socialist ideology of the credibility of the 

people. The communist party became more dependent on the national 

ideology for integrating people into the socialist state.

1は じめに

2ル ーマ ニア近代国家における民族表象

2,1独 立運動期の民族表 象 と西欧

2.2戦 間期 におけ るキ リス ト教 と右翼急

進主義 との結合 と民族表象

2.3社 会主義運 動 と民族表象

3社 会主義体制下における政府 による民族

表象 の活性化 と民衆

3.1「 民族」 の抑圧 か ら 「民族」 の復権

へ

3.2民 衆 の慣習的行為 に対す るキ リス ト

教 の影響 力

3.3民 衆 の生活戦略 とそ の影響

3.4民 族表象の活性化 による効果 と限界

4お わ りに

1は じ め に

旧東欧における社会主義国家のひとつであったルーマニアは,1960年 代から1970年

代にかけてチ ャウシェスク大統領の指導のもとで国外においては中立外交あるいは

「東欧の異端児」 という言葉で示された自主独立路線を華やかに誇示する一方,国 内

では くまなく張 り巡らされた秘密警察組織と密告制度を通 じて全国民を監視下におい

て厳しい締め付けを行っていた。監視の目はすべての民族に向けられていたが,と く

にハンガリー系少数民族に対 しては積極的な同化政策が進められ1),派 手な外交的パ

フォーマンスを好んだチャウシェスク大統領にとっては不本意な西欧諸国からのしつ

ような不信の原因となっていた。この少数民族に対する同化政策に歩調をあわせるか

のようにルーマeア 民族主義は積極的に公認 され,さ まざまな民族主義的な文化活動

が奨励された。この傾向は外国人向けの文化活動においても顕著であ り,筆 者も参加

したルーマニア各地の大学での夏期セ ミナーにおいて参加者たちは滞在中の行動や

ルーマニア人研究者 との討論の内容にさまざまな制約を感 じていたにもかかわらず,

民族の伝統と文化に関わる事柄については自由に議論することができた。それどころ
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'か
,む しろ積極的に議論するようにしむけられたといえるだろう。民族の伝統文化と

その価値の強調とい う範囲内で自由を享受することができるという点では宗教 もまた

例外ではなく,筆 者はルーマニアが宗教活動に制限を加える社会主義国家であるとい

う先入観をもって訪問していたが,実 際のところはルーマニア正教会の教会を自由に

訪れた り,司 祭と話すこともできた。 ソ連の宗教政策や レーニンの戦闘的無神論など

にみられる社会主義的な建前 とは大きく異な り,ル ーマニアの宗教に関する事情は意

外なほど開放的な印象を与えた。 しかしその後,ル ーマニアに存在するさまざまな宗

派の実情2)を知 ってか らは,こ のような見方は当然変わっていかざるをえなかった。

すなわち,ル ーマニアの社会主義体制下においては民族的本質,民 族的誇 り,民 族的

独立など民族に関わる言説3)が 社会のなかで支配的であ り,宗 教 もまた民族を肯定す

る限 りで体制と共存できるのだということが筆者にも理解されていったのである。

宗教 と民族との間の深い親和性は,共 産主義体制が崩壊してからも旧社会主義国に

おいて民族紛争を通じて示された。たとえば旧ユーゴ紛争において,同 じキ リス ト教

のなかでもカ トリックであるクロアチア人とセルビア正教徒であるセル ビア人の激 し

い対立によって宗教が民族的アイデンティティを強 く規定 していることが明らかと

なったし,そ の後のボスニア紛争においてはキ リス ト教徒であるクロアチア人,セ ル

ビア人 とイスラームを奉 じるモスレム人(ボ スニア人)と の宗教 と民族を機軸とする

三つ巴の対立の図式が鮮明となって,さ らにそれが強 く認識 された。この事態は,本

来,民 族を超えるはずの社会主義思想やキ リス ト教が実際には民族的感情とい うもの

に大 きく制約されていることを示 していた。 このような体制崩壊後の東欧における宗

教 と民族の復活とい う現象の原因 として,土 着的な原理4)で ある民族主義や宗教に対

抗する 「普遍主義」が脆弱であることが指摘 されている(南 塚1992)。 東欧革命後の

民族主義の高まりは,社 会主義体制下において反体制的だった民族主義的運動が社会

主義への対抗イデオロギーとみなされ,民 衆の反体制的エネルギーがそこへ流れこん

だためであるとも考えられるが,い ずれにせ よ,民 族主義や土着化 したキリス ト教な

どの 「土着主義」的な原理にもとつ くイデオロギーに対抗す る 「普遍主義」的思想が,

体制崩壊後に建前としての社会主義イデオロギー失墜後の社会において民衆に働きか

ける力を失 ったことが民族紛争を激化させたとい うのである。

そもそも 「普遍主義」的思想 としての社会主義イデオロギーが問題を抱えていたこ

とは,ソ 連社会主義の民族化のなかにみることができる。スターリンに よる大粛清と

ソ連中心の社会主義の形成によって国際主義をかかげたはずの社会主義は民族化し,

周辺衛星国は従属的な支配下におかれた。東欧各国における社会主義 もスターリン主
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義への従属から脱却す るプロセスでしだいに独自の民族色を強めていった。 ロシア民

族中心主義的な社会主義は,表 向きは国際主義の原則にたって各国の社会主義におけ

る民族的な傾向を厳 しく抑圧 したが,そ れは逆にそれぞれの民族のソ連に対する反感

を強め,後 の抵抗運動の原動力となった。共産主義が崩壊したとき,そ のイデオロギー

が覆い隠していたソ連への抵抗の核心 としての民族主義が姿を現 したのも当然であろ

う。

旧東欧の社会主義国のなかでもルーマニアは伝統的に国民の深い宗教性が顕著で,

かつ民族的言説が強 くみられた国家であった。ルーマニアにおいて支配的な宗教であ

るキ リス ト教は,本 来,パ ウロ以後の強い傾向として世界宣教を旨として普遍志向の

強い宗教であったし,第 二次大戦後に支配的となった社会主義 ももちろん国際間の階

級的連帯に依ることによって民族を超>xた 国際主義を奉 じた思想二運動であった。 し

かし,ル ーマニアにおいても他の旧東欧諸国と同 じく社会主義思想とキ リス ト教 とい

う 「普遍主義」的思想が,民 族主義とい う 「土着主義」的な思想にとりこまれていっ

た結果,キ リス ト教,民 族主義,社 会主義とい う異質な思想が奇妙にも補完し合 って

共存することになった。

もっとも,キ リス ト教をはじめとして 「普遍主義」的原理をかかげる世界宗教が土

着化 し変質することは歴史上に多々みられる現象である。個人の選択を前提 とする世

界宗教が実際には地域社会に根づいた存在形態をとるとい うことは,宗 教を人々の現

実において理解する民族学者,社 会学者にとって明白な事実であろう。「純粋」な世

界宗教とい うものは,事 実上存在 しない。いかなる世界宗教の受容にも地域的な特色

が付与され,地 域への定着過程で普遍宗教 も変質を遂げることは多くの事例が示 して

いる5)0社会主義もまた同様であ り,現 実の制度 として成立 したソ連において早々と

民族的原理と結合した。さらに世界各地でさまざまな社会主義の形態がみられる。そ

うした事実から判断すると,思想体系あるいは観念体系とい うものは,抽 象的かつ 「普

遍主義」的な原理を基本原則とする限 りにおいて大衆的な運動とな りえないのではな

いかと思えて くる。土着化 し,あ るいは適応のため変質 してこそ,新 たな土地で影響

力を獲得できるのであ り,そ れゆえ思想体系あるいは観念体系は個人や少数グループ

の観念の操作にとどまらず集団の日常的な慣習的行為のなかでその力が試されるので

はないかと思われる。思想に関する評価にはさまざまな立場があ り得 ようが,思 想の

営為もまたひとつの社会的現実であるならぽ思想はその純粋性ぼか りではなく実際に

人々を動かす事実によっても評価 されるべきものである。その立場にたてぽ,狭 義で

の観念体系である宗教教義のなかだけでな く民衆の実践のなかの具体的なあ り方にも
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思想がその価値を問われるのではあるまいか。

そこで本稿では社会主義体制下でのルーマニアを事例 として,「普遍主義」的な観

念体系である社会主義イデオ ロギーとキリス ト教信仰が 「土着主義」的な民族的価値

の主張へと傾斜 していった経緯について,と くに社会主義体制下におけるキリス ト教

がもつ民衆の慣習的行為に対する根強い影響力と,社 会主義体制下での民衆の戦略的

反応がもたらした支配の危機に対 して社会主義政府が取ったイデオロギーの土着化の

試みとその限界に焦点を当てて論 じることに したい。すなわち,社 会主義体制は民衆

の慣習的行為に深 く関わるキリス ト教(と くに高位聖職者)を 民族表象を介してとり

こんで支配の正当化の手段 とした。それに対 して高位聖職者のほうは宗教によって民

族の伝統を表象させて権力への接近をはかった。同じく民族表象を介 して体制エ リー

トは伝統的に民族主義的な知識人をとりこみ,一 方知識人のほ うでも言説の影響力の

確保を求めて権力に接近 し,党 指導部との言説のヘゲモニーを競 うとともに知識人共

同体の内部でも競合 し,民 族的言説を強化 した。 しかし,チ ャウシェスク体制の崩壊

によって,支 配を正当化 しようとした体制エ リー トのもくろみはくずれさった。民衆

は物資の欠乏,飢 餓,自 由の欠如に苦しみながらも,計 画経済におけるノルマ達成の

ための数字あわせを逆手にとり,日常的なサボタージュを通 じて抵抗の拠点を形成 し,

国民の従属をはかる支配体制を揺るが していったのである。

2ル ーマニア近 代国家 におけ る民族表象

2.1独 立運動期 の民族表象 と西欧

ルーマニア近代における民族表象は,中 世からのオスマソ帝国支配に対す る独立運

動の過程で生 じた西欧文明との関わ りが重要な要素 となっている。東方的なるものを

象徴するオスマソ文化に対 してキ リス ト教文明に属するアイデンティティを確立する

こと,そ れがルーマニア文化人にとって大きな課題であった。そ して,も ちろん政治

的にも独立を達成するためには西欧国家との連係が必要であった。そのため,西 欧国

家 としてのアイデンティティを確立するための努力がルーマニア起源をめ ぐる言説 と

なっていった。その言説は,ラ テソ(ロ ーマ)主 義,ダ チア主義,ダ チア ・ローマ主

義という異なる立場に立脚する三つの仮説にもとついて主張 された。

第一のラテソ(ロ ーマ)主 義は,ル ーマニアの民族的アイデソティティに関して最

初に唱えられ,そ の後も長 く継続した表象であった。先駆者は 「年代記者」といわれ
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るワラキア,モ ルダヴィアの17世紀の作家たちであ り,続 いて トラソシルヴァニアに

おけるギ リシア ・カトリック教会の聖職者(「 トランシル ヴァニア学派」)た ちがその

表象を普及させた。 トランシルヴァニア学派によって唱>xら れた ラテン主義はルーマ

ニア人の民族運動に大きな政治的影響を与えたが,同 時にそれは同 じルーマニア人の

なかに反発も呼び起 こした。 トラソシルヴァニアで抑圧 され る正教徒はカ トリックで

あるオース トリア=ハ プスブルグ帝国への反感を強めてお り,彼 らは ロシア正教会や

セルビア正教会などの正教徒の国際的一体感をいだき,ギ リシア ・カ トリヅク教会が

ハプスブルグ帝国のカ トリックに接近することに不信をいだいたのである。

ダチア主義が生まれる端緒となるラテン(mマ)主 義からの離脱は,二 公国のエ

リー トの間で生 じた。彼らの関心は,時 の支配者 との平等な権利を得ることではな く,

独立 した支配を獲得 して自分たちが高官への特権的な立場を占めることであった。そ

のために彼らは適切な起源が彼らの独立の権利を正当化す ることに役立つと知 り,当

初は ラテソとい う共通起源を独立の武器 とみなしたのであったが,少 数ではあるがダ

チア起源を強調する者が現われ,彼 らはよそ者であることをローマ人に結びつけるよ

うになった。ダチア人を祖先とする主張はルーマニア人の起源をさらに千年間遡るこ

とを可能にすることができ,さ らに トラヤヌスのローマ時代の領土よりも広い領域を

主張する根拠 ともなった。このような起源に関するルーマニアのエリー トの対立する

二つの立場は,親 西欧グループと土着主義 グループを生んだが,そ れは同時にハプス

ブルグ帝国とオスマソ帝国の支配地域による地域的差異にも対応 していた。オスマソ

帝国に支配された二公国の関心が独立の達成であるのに対 して,ハ プスブルグ帝国に

支配された トランシルヴァニアの関心は平等要求運動であったためである。

ルーマニアが国家的,民族的独立を獲得する運動過程では,以前にもましてヨーロッ

パとの同盟のための民族イメージの操作が行われ,ル ーマニアの民族表象の西欧的性

格が決定された。この親西欧主義は1859年 のラテソ ・アルファベットのキ リル文字 と

の置き換えで頂点に達するが,こ のような西欧の社会,政 治,文 化に対する模倣は反

動を引き起こした。親西欧派の西欧文化への強い傾斜に反感を覚える集団は,そ れを

独 自性をもたない模倣 として軽蔑 し,あ らゆる文化の輸入に批判を加えたのである。

これらの近代化批判論者が支持したダチア主義は,当 然のことながら国際的な舞台よ

りも国内で大きな政治的意味をもっていた。 このダチア主i義はラテソ主義と異な り,

政治的な独立を意味 し,ま た領土問題に関 してもオース トリアやハソガリーの主張に

対抗する論理を構築 した。これらの特色を通 じて,ダ チア主義は民族的本質を定義す

る作業の中心的な観念 となり,1800年 代後半までにはダチア主義は ラテソ主義に対す
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る対抗的言説となった。

第三のダチア ・ローマ主義は,祖 先をダチア人 と考え,そ の後R一 マ人との混血で

ルーマニア人が誕生 した と考えるもので,い わば二つの説の折衷案であるが,そ の政

治的効果としてはダチア主義に属するものである。このダチア ・ローマ主義が社会主

義時代,と くにチャウシェスク政権下においてしだいに重要なルーマニアの民族表象

となっていく。それはまた,現 在の議論における中心的な立場にもなっている。民族

の起源とい うものは神話や伝承の形ばか りでなく科学的な根拠を示 しながら政治的な

意味あいを込めて語 られるものであるが,ル ーマニア民族の起源もまた例外ではない。

ルーマニア民族の起源をめ ぐっては,と くに トランシルヴァニアをめ ぐってルーマニ

ア人,ド イツ人,ハ ソガリー人の三民族のそれぞれの立場を反映する意見の対立があ

る。 もちろん,そ の意見の表明の仕方は学問的研究の成果 という形を取 っているので

あるが,実 際のところ政治的な意図は明白である。すなわち トラソシルヴァニアの領

有に関する複雑な事情に由来するのであるが,ど の民族が先に トランシルヴァニアに

定着 したのかとい う先住権,つ まりトラソシルヴァニアに関 してもっとも正当な政治

的権利を有 しているのはどの民族かを争っている。三者の起源論の うち,現 在 トラソ

シルヴァニアを領有しているルーマニア人の説ではルーマニア人の起源はダチア人と

ローマ人の混血であるダチア ・ローマ人にあるとされるのが一般的である。それによ

れば中世初期の文献でブラフ(Vlah)と 他称 されていた この人々が民族大移動の時

期に山間部に避難し,し だいに ドナウ・カルパチ地域に分散居住するようにな り,牧

羊 と農業を主たる生業とする独自の共同体を形成 した とみなされる。このブラフの共

同体の組織は,ブ ラフ人の法 とよぼれる慣習法,ク ネズ(あ るいはジュデツ)と よぼ

れる首長,ヴ ォイェヴォドとよぼれる共同体連合の軍事的首長などからな り,自 由な

共同体であることを誇 っていたが,領 主制支配の発展によってしだいに特権を失い同

化されていった。そのなかで国家形成に成功するものもあ り,そ れが国際情勢の変化

とブラフ居住地域の膨張によって公国を形成 したワラキアとモルダヴィアである。両

公国は別個に発展 したが,中 世以来,同 一言語を話す同族意識が培われていったとさ

れる(萩 原1989)。

国家の主要な構成民族をルーマニア民族とするルーマニア国民国家の成立は,1859

年の ワラキア,モ ルダヴィア両公国の形式的統一に始まる。1853年 から56年にかけて

のクリミア戦争以前に両公国はスルタソの宗主権とロシアの保護権にあったが,ク リ

ミア戦争後のパ リ条約(1856年)で スルタソの宗主権の維持,ロ シアの保護権の廃止

が決定され,ル ーマニアは西欧列強の共同管理下にはいった。 この状況下,両 公国は
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イ ギ リス とオ ス マ ソ帝 国 の反 対 に もか か わ らず ロ シ ア の賛 成 を 得 て,ア レ クサ ソ ド

ル ・クーザ の両 公 国 君 主 へ の 同 時選 出 とい う方 法 で統 一 を 実 現 した 。 この近 代 国 民 国

家 の建設 を可 能 に した ル ーマ ニア 人 の民 族 的 自覚 は,そ れ ぞ れ の 地方 の歴 史 的,社 会

的条 件 に 応 じて異 な る プ ロセ ス を た どった 。 オ ス マ ン帝 国 の主 権 下 に あ って ギ リシ ア

人 フ ァナ リオ ッ ト6)に 支 配 され て い た ワラキ ア,モ ル ダ ヴ ィアの ドナ ウニ 公 国 で は そ

の政 治 的 支配 へ の反 感 が,ナ シ ョナ リズ ム の原 動 力 とな った。 そ の 主 体 とな った 貴 族

は理 論 的 根拠 を,そ の 当 のギ リシア 人 た ちが トル コか ら解 放 す るた め に 展 開 した フ ラ

ソス啓 蒙 主 義 の理 論 に も とつ い た 反 トル コ思 想 を 借 用 した の で あ った(シ ュガ ー&レ

デ ラー1981)。 一 方,ハ プス ブル グ帝 国 の支 配 下 にあ った トラ ンシル ヴ ァニ アの ナ シ ョ

ナ リズ ム の基 本 的 目標 は,帝 国 内 に お け る社 会 改 革,ル ーマ ニア の知 識 層 お よび 中産

階 級 の政 治 的 権 利 の 強化,農 民 解放 な どル ー マ ニ ア人 の帝 国 内 で の地位 向上 であ った 。

この 地方 で の民 族 覚醒 は,ワ ラキ ア,モ ル ダ ヴ ィア地 方 とは 異 な り,歴 史 的 に宗 教 と

深 く関わ って いた(Shafirl985)。 トラ ソ シル ヴ ァニ アに お け る セ ー ケ イ人7),マ ジ ャー

ル 人(ハ ンガ リー人),ザ クセ ン人 の支 配 的 三 民族 に よっ て民 族 と して認 め られ な か っ

た ル ーマ ニア人 は,三 民 族 が宗 教 的 寛 容 の た め に相 互 に公 認 した宗 教 に属 さな か った

ル ーマ ニア正 教 を 信 仰 して い た。 この よ うな 民 族 と宗 教 との結 合 を もた ら した 二 重 の

疎 外 の な か に ル ー マ ニ ア人 は お かれ てい た の で あ った。 ル ー マ ニ ア人 の一 部 は,平 等

な 権 利 を 求 め て カ トリ ックに 改宗 しギ リシ ア ・カ ト リ ック教 会 を形 成 した が,そ の結

果 は 期 待 した ほ ど では な か った。 そ して大 多 数 の ル ーマ ニ ア人 は,変 わ らず 隷 属 を余

儀 な くされ て い た。 そ の よ うな状 況 の なか でギ リシア ・カ ト リック教 会 の 司祭 に よっ

て ル ー マ ニア民 族 の ラテ ソ(ロ ーマ)起 源 が 「再 発 見 」 され た8)0こ の 「再 発 見 」 は

ハ プ ス ブル グ皇 帝 に宛 て られ た 「ワ ラキ ア人 請 願 状 」 の 内 容 に も反 映 され,最 大 多 数

の民 族 で あ る こ と,居 住 民 族 のな か で の先 住 性 が あ る こ とな どを主 張 の根 拠 と して政

治的 に利 用 され た。 こ う した 地 方 に よ る差 異 は,二 公 国 の 宗教 が ギ リシ アの総 大 主 教

に支 配 され て お りル ーマ ニア民 族 を 代表 す る もの では なか った の に対 して,ト ラ ン シ

ル ヴ ァ ニアで は 複 数 の民 族(ハ ンガ リー人,セ ー ケイ 人,サ ク ソン人,ル ー マ ニ ア人)

と宗 教(カ ル ヴ ァソ派,ル タ ー派,カ トリ ック,正 教 会,ギ リシ ア ・カ トリ ッ ク教 会)

が 緊張 を抱 えな が ら共存 して お り,宗 教 が 民族 の伝 統 を アイ デ ンテ ィテ ィと深 く関与

させ たた め であ る と考 え られ る。

この よ うにル ー マ ニ ア近 代 に おけ る民 族 表 象 は,政 治 思 想 に お け る西 欧 か ら の強 い

影 響 と,オ ス マ ソ帝 国 か らの 民族 独 立 の支 援 を 得 るた め の西 欧 との つ なが りを 確 認 す

るた め の民 族 の起 源 探 求 の 努 力 とな り,結 局,西 欧 との関 係 の な か で 自 らの ア イ デ ソ
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テ ィテ ィを構 築 す る とい う結 果 に な った の で あ る。

2.2戦 間期におけ るキ リス ト教 と右翼急進主義 との結合 と民族表象

戦間期にはいると民族表象は,反 ユダヤ主義を媒介として支配的な宗派であるルー

マニア正教会と,ナ チズムの影響を受けた右翼急進主義とを結合させる鑓の役割を果

たす ことになった。このようにルーマニア正教が政治と深 く関わるのは初めてのこと

ではない。ルーマニアの歴史においてキ リス ト教9)と世俗権力は,多 くの場合非常に

密接な関係を結んでいた。ルーマニア北部のプコヴィナ地方に点在する多 くの修道院

にみられるように,中 世の封建国家はキリス ト教を手厚 く保護iした。近代にはいって

か らは土地改革をめぐって国家と教会は対立 したが,民 族の精神的支柱 としての教会

の地位は揺るがなかった。第一次世界大戦後に トラソシルヴァニアを併合 して成立し

た 「大ルーマニア」国家においても,正 教会とギ リシア ・カ トリック教会が国教の立

場を占め,戦 間期のルーマニア国家はキ リス ト教国家の性格を示していた。これは当

時のヨーロッパの風潮として支配的な政治思想としてのキ リス ト教的な理念を強調し

てお り,国 家は特定のキ リス ト教宗派を保護 していた。 したがってルーマニアにおい

ても社会的な進出のいちじるしいユダヤ人は,困 難な立場におかれ ることになった。

ルーマニアにおけるユダヤ人は19世紀にガリツィア10)から大挙 して移住 してきた

ものだが,土 地の所有が禁止されたため農業に従事することができなかった上,官 吏,

政治家への途は閉ざされていた。その結果,ユ ダヤ人は金融,商 業や知的職業に従事

することにな り,そ の子弟は大学へと数多 く進んだ。ユダヤ人は主に都市に居住 した

が11),農村に定着 したユダヤ人は不在地主化 したボヤール(土 地貴族)の 領地の管理

を請け負った り,居 酒屋経営,金 貸 し,仕 立屋,商 人などとして成功 し,困 窮する農

民から直接に反感を受けるようになる一方,都 会では自分たちの領分を侵 されること

を恐れて反ユダヤ主義をあおるルーマニア知識人たちの反感の対象となった。 ところ

で,戦 間期の基本的な政治傾向は,産 業資本の育成 と農民の不満を沈静化することで

あったから,政 府はユダヤ人の権利の制限を積極的に行 った。それに対 して西欧を中

心とする諸外国は大きな非難を浴びせた。他方,民 間の反ユダヤ主義は,キ リス ト教

や右翼急進主義と結びついた。多 くのキ リス ト教的政治団体が結成され,ユ ダヤ人の

社会進 出に反対 した。そのなかでももっとも影響力を強めたのが,後 述する鉄衛

団12)であった。戦間期のキ リス ト教国家はこうした特定の少数民族に対 して敵対的

であるばか りでな く,他 方で国教的な宗派 と対立するネオ ・プロテスタソ ト系の宗派

に対して弾圧を行った。
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キ リス ト教 と右翼急進運動 との結びつきは,戦 間期のファシズム運動への正教会の

宗教思想の影響のなかにいちじるしい。1930年 代,ヨmッ パ全域で影響力をおよぼ

した権威主義的体制はルーマニアではファシズム運動としてのレジオナール(大 天使

ミカエル軍団)運 動として現われた。こうしたレジオナールの運動に神秘的な色彩を

与えたのが,運 動の創始者コドレアヌやその友人であり同志であるイオソ・モツァら

の思想であった。彼らの思想の核心は正教思想にあったが,そ れは運動の創始者でカ

リスマ的影響力をもったコドレアヌの行動が正教的神秘主義の色彩が強か ったことに

も現われてお り,政 治的には不可解 とされるコドレアヌの行動 もそこか ら理解され う

る。

コ ドレアヌの経歴を簡単にたどってみることにしよう13)0まず生い立ちであるが,

父ヨアン ・ゼレンスキ,母 マ リアの間に7人 兄弟の長男として生 まれた。父は1910年

ニコラエ ・ヨルガとクーザによって創設され,民 族主義 ・反ユダヤ主義を唱える 「民

主民族主義党」の地方指導者であった。ヤーシ大学法学部に入学す ると,民 族キリス

ト教社会主義を唱える反共組織GardaConstiinteiNationaleに 加入 した。一時ベル

リソ大学へ留学するが反ユダヤ主義学生運動の緊迫で帰国し,キ リス ト教民族防衛連

盟に参加して,国 内居住ユダヤ人に市民権を賦与する憲法修正に反対する署名運動を

行った。次に要人襲撃の謀議のためヴァカレシュティ監獄に投獄 されたが,こ の体験

によってコドレアヌ思想(の ちのレジオナ リスム)の 特色が生まれた。投獄仲間が レ

ジウーネ創立メソバーになった。 コドレアヌの思想的 目覚めの内容は,ユ ダヤ主義と

闘うための課題 として,ル ーマニア民族の倫理,精 神性を鍛えること,政 治屋主義を

克服することなどあった。毎朝行った監獄の教会での礼拝のさいの祭壇の扉の聖 ミカ

エルのイコソを活動の旗印に決め,FratiedeCruceを 創設 した。 この活動は疑似軍

事訓練,遠 足,ハ イ ドゥク小説読書会,儀 礼からなるものだった。 コドレアヌは無罪

釈放 とな り,裁 判を通 じて全国的知名度を獲得 した。

コドレアヌの運動が本格化するのは,1927年6月24日 の レジオナール(大 天使 ミカ

エル軍団)の 結成14)に始まる。イオン ・モツァら5人 とともに幹部を構成 し,さ ら

に最初のレジオナール15人 が契約 して勤労キャソプ設営などを行 った。大衆宣伝活動

として全国で政治集会を開き,反 政治屋主義,民 族意識覚醒キャソペーンをはった。

運動の発展によってエ リー ト組織だけでは運動に手が回らなくなったため,1930年6

月には鉄衛団を結成 した。 この運動は知識階級への支持者を広げたが,そ の背景には

大ルーマニアにおける小市民 ・イソテリ人口の増加によって大学生数,進 学資格者数

が増え,彼 らの就業の困難 さが増 したことにあった。 しかし,レ ジオナールの内部対

ノ
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立も避けられなかった。活動の大衆化たよって先鋭な戦闘性の鈍化によって不満を持

つ過激派が登場 した。 このような状況のなかで議会主義へ傾斜 しかけていた レジオ

ナール運動を劇的に回帰させたのがイオン ・モツァの死であった。イオソ ・モツァは,

正教司祭の子 として生まれ,学生の時にはクルージュでの学生運動の リーダーを務め,

レジオナール運動の正教主義,反 ユダヤ思想を導いた。彼はスペイン内戦に参加して

カソタクジノ将軍の レジオナール義勇隊に所属した。イオン ・モツァの戦死によって

大量の戦士の加入ぼか りでな く,多 くの正教司祭が正教会から失われていたダイナミ

ズムと社会的動員力を求めて加入した。 ミルチャ ・エリアーデ,エ ミール ・シオラン

などの知識人,思 想家もまた好意的発言を繰 り返 した。イオン ・モツァの予言者風言

動の影響下にあった初期の レジウーネの敬慶主義が復活 した。カロル2世 は レジオ

ナールへの関心をもち,そ の既成政界に対する強烈な否定が自分の独裁実現に役立つ

と考>x,そ の大衆的人気を利用しようとした。しかし,コ ドレアヌはこれを拒絶 し,

政治放棄 というべき政治組織の解散をはかった。 コドレアヌは逮捕され,レ ジオナー

ル幹部 とともに拒殺された。

このようなコドレアヌを中心とした鉄衛団の社会的背景は,当 時の世界における時

代状況のなかで捉>xる ならぽ,西 欧全体に広がった精神的 ・政治的危機の特殊ルーマ

ニア的表現とい うことができる(ロ スチャイル ド1994:306)。 戦間期ルーマニアの

政治,経 済,社 会的領域にはびこったのは産業資本家やそれと結託した政治家による

搾取や腐敗,怠 惰,無 能力,さ らに体制エリー トの深いシニシズムや西欧とくにフラ

ンスに影響を受けた浅薄なコスモポ リタニズムなどであった。 レジオナール運動の参

加者はそれに反対 して,正 義と廉直と活力,理 想主義 と土着主義をもたらす革命を主

観的には希求 した。運動の参加者には高等教育を受けた知識人予備軍が多いのも特徴

であ り,彼 ら自身は西欧的な教養によって育まれながらも論理や合理主義,世 俗主義,

物質主義などを退廃的,破 壊的,「 ユダヤ的」とされる偽物の価値として否定 した。

これ らの知識人の傾向はチ ョラン,エ リアーデ,ノ イカなど後に世界的に有名 となる

人々の活動にも共通するものである。そして運動はルーマニア社会の幅広い各層に訴

えかける互いに矛盾 しかねない要素を含んでお り,農 民には平等を説き,若 者には新

しい世界像を描き,ブ ルジョアジ_yr`は秩序を約束した。その基本にあったのは当時

のルーマニア社会を覆っていた民族主義的感情であ り,人 々の排外的,狂 信的,反 ユ

ダヤ的,反 資本主義的,反 マルクス主義的な諸傾向と深い不安感情に訴えた。コドレ

アヌやイオソ ・モツァに代表的な宗教的で福音主義的,禁 欲的で死を恐れない鉄衛団

員の行動は,保 守化 した民族農民党に幻滅 した農民からも支持を得た し,さ らに弱体
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で資本家の言いな りになる労働組合に嫌気の差 したプロレタリアー トの間でも支持を

獲得 した。この運動は,農 民社会を襲った近代化の衝撃を特定の少数民族すなわちユ

ダヤ人へと向けて民族感情をあお り,か つまた大衆の正教会への厚い信仰心に訴>xる

ことによって大きな成功を収めたといえよう。

2.3社 会主義運動 と民族表象

次にルーマニアにおける第二の 「普遍主義」的思想としての社会主義思想の展開を

民族表象との関わ りでみておきたい。戦前のルーマニアにおける社会主義運動の歴史

は曖昧である(Fischer-Galati1991:73)。 まず政党に関していえぽ,1893年 に社会民

主党が創設され,1921年 にルーマニア共産党が社会民主党の分派 として誕生したが,

そもそもルーマニアにおける社会主義運動の発展には大きな困難がともなっていた。

ルーマニアにおける社会主義運動に困難をもたらした第一の要素は,社 会主義思想

がどこまでも外来の思想であ り,農 民を中心とするルーマニア大衆の感情に入 り込む

ことができなかったことであろ う。その傾向は社会主義思想の導入の時期から始まっ

ていた。すなわち,社 会主義思想は革命的社会主義者であるロシア人によって初めて

ルーマニアへ導入 された。これは民族主義も同様であ り,と りたてて問題となる事柄

ではない。しかし,そ れをもたらしたのが ロシア人であ り,さ らに運動を担った者の

多くが少数民族や外国人であったことが,国 民の大多数のルーマニア人への思想の普

及を困難にした。大戦前の社会主義運動を指導 した中心人物 も,ゲ レア15)と ラコフ

スキ._16)という二人の外国人であった。 ゲレアは民族主義に関しては否定的であ り,

家族 としての民族の観念を拒否し,そ れを感情的イデオロギー的ユー トピア的虚偽 と

みなした。ラコフスキーはルーマニア共産党の第二の父ともよばれ,ゲ レアに続いて

社会主義運動の発展に尽 くした。彼は民族主義的傾向にも親スラヴ的民族サークルに

も反対 したが,そ の反ブルガリア民族主義にもかかわらずブルガリア出生ゆえにルー

マニアへの忠誠を疑われた。その後の運動の指導者や党員に関しても,少 数民族とく

にハソガリー人 とユダヤ人が多 く,ハ ソガ リー人は全党員の約27%,ユ ダヤ人は約

18%に 達した。ユダヤ人党員にはゲレア,パ ウケル,ラ コボヴィチ,ベ ヘナウ,ブ ラ

イネル,コ ブラー,ゴ リラ,キ シネヴスキ,ラ ウツ,ト マなどの名前が挙げられる。

少数民族が多かったのは,戦 間期のルーマニア領土の拡大によって少数民族が増大し

たことの必然的な結果17)であると同時に,当 時の大ルーマニア主義に反発 した少数

民族の人々にとって社会主義の国際主義イデオロギーが魅力であったせいであった。

地域的には トラソシルヴァニアにおいて党員が多 く,全 党員の36%を 占めていたが,
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これはこの地方が比較的産業が発達してお り,労 働者の数が多かったことと,ハ ンガ

リー系の少数民族が多 く居住 してお り,彼 らが大ルーマニア的政策に対 して反感を

持っていたことが原因とされる(Shafir1985:25)。

運動の発展を妨げた第二の要素は,1919年 に結成された共産主義イソターナショナ

ルすなわちコミンテルンの存在であった。戦間期にはいってルーマニアの社会主義運

動は内部抗争にみまわれたが,そ の原因はコミソテルソ加盟をめぐる対立であった。

コミンテルンへ加盟条件である21ヶ条を受け入れるかどうかで国内の社会主義勢力が

二つに割れた。コミンテルン加盟後もこの対立は解消されず,ル ーマニアの現状を無

視 した コミンテルンの指令が社会主義運動とルーマニア人大衆との間に大きな亀裂を

もたらした。ルーマニア共産党の書記長の職もコミンテルンの一方的な指令によって,

クリテスクただ一人を例外にしてすべて外国人が占めていた。 こうしたルーマニア国

内の社会主義運動を共産党の動きを中心にして経過をみてみると,第1回 ルーマニア

共産党大会は1921年 に開かれたが,参 加者は協議事項に結論を下さないままに当局が

大会を閉鎖 した。第2回 大会はルーマニアのプロイエシュチで1922年 に開催 された。

大会は第1回 大会の審議の継続 とともに,コ ミソテルソの課 した規約を採択,指 導者

にクリステスクを選出した。この合併後,コ ミソテルンの主張で 「統一社会主義者」

は共産党から排除され,翌 年の分裂は労働運動にも影響を与えた。当時,ル ーマニア

共産党の民族的問題に関する政策に対 してソ連の干渉はいちじるしか った。1923年,

バルカン共産党連盟の決議はラコフスキーの指示によるもので,少 数民族の自決の権

利を支持 した。モルダヴィアでは,モ ルダヴィア・ソビエ ト自治共和国創立準備が進

行した。 ウィーンで1924年 に行われた第3回 大会では,ハ ンガリー人であるキェブレ

シュを指導者に選出し,民 族の自決 と分離の権利を決議 した。この決議のためにルー

マニア共産党は,国 内で非合法状態におかれることとなった。第4回 大会はクラコフ

で1928年 に開かれた。再び党指導者に外国人で前 ウクライナ共産党員のホロシュテソ

コを総書記として選出した。 この第4回 大会から第5大 会までの間の党の状態は最悪

で,党 員の志気は下が り,党 員数が低迷し,見 通 しはたたず,民 衆からの不人気がい

ちじるしく,内 部では激 しい分派抗争を くりひろげた。なかでもホロシュテソコとパ

ウケルとの対立は激 しく,双 方 ともにコミソテルンへの忠誠を誇示する一方で,個 人

的な嫌悪と反感のために党内の活動は麻痺 し,1931年 までにインターは一度ならず干

渉を行った。第5回 大会はモス クワで1931年 に開催され,総 書記にポーランド人 シュ

テファンスキーを選出 した。彼は1934年 まで同職にとどまり,そ の後はブルガ リア人

シュテファノフを1936年 に選出 し,続 いてハンガリー人 フォリシュを1940年 に選出し
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た。この大会では社会民主党を社会的ファシス トと中傷 した。このようにルーマニア

における社会主義運動はコミンテルソの干渉 と外国人の偏重によって彩られていた。

なかでもコミソテルンの干渉で問題となったのは領土問題に関してであった。コミン

テルソの反ルーマニアの姿勢は明白で,ル ーマニアが関わる領土問題すなわちベ ッサ

ラビア,ブ コビナ,ド ブRジ ャに関してルーマニアに不利な判断を下 した。領土問題

に関するルーマニア人大衆の強い感情を考慮に入れない決定は,ル ーマニアにおける

社会主義運動が大衆から遊離した原因となった。 コミンテルンは民族自決の原則にも

とついて領土問題にも対処 しようとしたが,ル ーマニアに関してはブコヴィナ18),ベッ

サラビア19)のソ連への割譲 とい うルーマニア人の民族感情にとってはとうてい受け

入れがたい提案となった。そのため,ル ーマニア大衆は共産党を外国勢力とくにソ連

のスパイとみなしていっそ う離れていったのである。

このようにルーマニアにおける社会主義運動が1947年 の革命まで国内において大き

な勢力となることができなかったのは,ま ず第一一YY農業が中心である社会経済的構造

のなかで保守的な農民層が社会主義をまった く受け入れなかったこと,第 二に社会主

義,共産主義的観念の代表者の多 くが非ルーマニア系の少数民族の出自であったこと,

第三に コミンテルンを介したモスクワへの絶対的な服従の結果として伝統的な民族的

願望である領土回復要求を共産党が軽視 したために一般民衆の支持を失 ったことなど

にまとめることができよう(Shafirl985:21)。 要するにルーマニアにおける社会主

義運動の停滞は民族的感情の強さが原因であ り,こ のことが革命後の社会主義政権の

推移に大きな影響を与えることになる。

3社 会主義体制下における政府による民族表象の活性化と民衆

3.1「 民族」の抑圧から 「民族」の復権へ

前章ではルーマニアの近代初頭から戦間期にいたるまでの時期の民族表象のあ り方

を西欧国家,キ リス ト教,社 会主義 との関わ りのなかで捉えた。本章では社会主義体

制下における民族表象の活性化の要因について民衆の実践 と支配体制 との関係を中心

として論 じてい くが,本 節ではまず導入として社会主義体制下での民族表象の抑圧か

ら復権までの政治的経過を概説することにしたい。

第二次大戦後ルーマニアは社会主義化するわけであるが,そ れまで脆弱な組織で

あった共産党が政権を奪取することができたのはソ連赤軍の存在によるものであっ
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た。首都ブカレス トの解放はルーマニブ人 自身の蜂起によるものであったが,赤 軍が

ルーマニアに駐留したために共産党が主導権を握ることになった。まず1944年 の8月

23日 のクーデターによってアソ トネスクが排除された後にサナテスク将軍を首班とし

た新政権が誕生したが,こ れは共産党を中心 とする民族民主戦線と対立 し,妥 協を試

みたもののサナテスク首相は退陣を余儀なくされた。続くラデスク将軍を首班 とする

政府と民族戦線との対立は武力対立にまで達 し,ソ 連政府の調停を受けてペ トル ・グ

ローザ政府が成立 した。ルーマニア共産党は国内で支配勢力となることに力を注ぎ,

選挙に備えて民主政党ブロックを結成 した。選挙では民主政党ブロックが東方の80%

を獲得 し,議 会で民主政党ブロックが多数を占めた。農民党と自由党は抵抗 したが,

1947年 には閣僚ポス トのすべてを民主政党ブロックが占め,最 後に国王 ミハイが退位

を強制されルーマニアは人民共和国となった。

こうして権力を確立した共産党の次のステップは労働者政党の統合であった。当時

56万人の党員を有 していたルーマニア社会党が共産党 と合同して新党が結成され,新

党はルーマニア労働者党という名称を採用 した。経済的には国内のさまざまな産業が

国有化され,農 村では集団化の方向が進められた。変革は党組織に向け られ,民 主集

中制を実践するに当たっての抵抗に直面 したために 「党員審査」が行われ,そ の過程

で党員獲得の責任者であったアナ ・パウケルが批判された。この背景には党内部での

民族的な対立があり,1952年 にはその対立が表面化 してヴァシレ・ルカが党内のハソ

ガリー人分子を利用したか どで訴えられ,自 己批判を強要されたあげ く大臣の地位か

ら追われた。これら一一連の抗争は,ゲ オルゲ ・ゲオルギウ ・デジを中心 とするルーマ

ニア共産党の国内派がモスクワ派を追い落 とすための権力闘争であったzo)0権 力の基

盤を確立 したデジは1952年9月 に新憲法を制定し,プ ロレタリアート独裁にもとつく

ルーマニア人民共和国の成立を宣言した。

ところが,1953年 のスターリソの死 さらにはソ連共産党第20回大会 とフルシチ ョ

フの秘密報告でのスター リソ批判が,ル ーマニアの政治状況にも大きな変化を引き起

こした。その変化は,い わば 「制限付 き」21)の非スターリン主義化とソビエ ト・ブ

ロックからの離脱 となって現われた。 ソ連からの離脱とい う選択は,も ともと脆弱な

支配基盤の上にたつ共産党にとってのソ連の支i援の必要性を考>xる と大きな転換点で

あった。しかし,こ の転換はフルシチ ョフと対立するデジにとっては不可 〉;Lであった。

フルシチ ョフの行ったスターリソ批判によって国内でのスターリン主義的政策の継続

が不可能になったデジは,そ れまでの忠実なスターリン主義者 としての姿から一転 し

て民族主義者への変身をはかった。具体的には,1960年 の第三回ルーマニア共産党大
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会で民族的共産主義の公式が提起され,工 業化に対する民族的権利が主張されたこと

によって明らかとなった。それに先立つ1958年 にソ連軍のルーマニアからの撤退を成

し遂げていたことも,デ ジの方針転換を可能に した。ルーマニアは人民共和国の成立

か ら1960年代の初頭までソ連の指示に従ってスターリン主義的な強制的重工業化を受

け入れたが,コ メコンによる国際的分業体制をはかるソ連はルrマ ニアに農業部門の

担当を求めてきた。それに対 してデジは ソ連の意向をあえて無視 して重工業化政策を

継続 した。デジ自身の生き残 りをかけての脱スター リソ主義化 と民族化の推進は成功

を収め,デ ジは権力を手放すことなく1965年に死を迎え,そ の路線はチャウシェスク

に継承されることになった。 ・

チャウシェスクは党第一書記に指名され,ル ーマニア労働者党をルーマニア共産党

と改称 し,新 憲法を制定し,ル ーマニアは社会主義共和国と宣言した。新 しく権力を

握ったチャウシェスクは国内的には巧みに演出された地方旅行によって都市 と農村の

住民に強い印象を与え,知 識人への政策を変更 して彼らを味方に付けた。対外的には

「民族独立」路線が強調 され,ワ ルシャワ条約機構軍によるチェコ侵入を東欧諸国で

唯一批判 した。この社会主義的国際主義から民族主義への転換は,ル ーマニア共産党

が1964年宣言でソ連の国際的分業計画からの公式離脱と主権国家 としての権利の主張

を行ったことによって確定 した。民族主義への共産党の転換は,ル ーマニアの民族的

利害に奉仕す るものと民衆に受けとめられ,党 支配の強化の重要な支持要因となった。

1970年以降になると,さ らに権力の再強化と個人集中がはかられ,ま た独自の社会主

義イデオロギーが語 られるようになった。1971年 の党大会で発表されたテーゼはそ う

した支配体制の変化の兆 しを示すものだった。続いて1974年 の党大会では,は っき り

とチャウシェスクの個人崇拝と一族の登用による王朝的な社会主義体制の方向が示さ

れた。チャウシェスクの国内権力が強化される一方,外 面的には順調であった経済成

長は第一次石油ショックでゆきづまり,政 権の基盤の危機的状況が慢性化することに

なった。経済危機は国内のイデオロギー的引き締めのためのプロパガンダの強化と秘

密警察による支配網の強化をもたらしたが,80年 代にはいって国民生活は危機的状況

に達 し,つ いに1989年 に民衆の蜂起によってチャウシェスクの独裁体制は崩壊 した。

ルーマニアの民族主義化には,ソ 連 との関係の変化が大きく影響 した。スターリン

死後のデジとフルシチ ョフの確執が原因となって,デ ジは伝統的な反 ソ感情とい う民

族主義傾向を利用して自己の支配を正当化 して国内の政治的安定化を確保しようとし

たことが,ル ーマニアで民族主義が公けに復権 した政治学的な説明である。さらに後

継者のチャウシェスクは,マ ウエルたちとの権力闘争の過程で自由主義化政策をとっ
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て一時的に妥協 したが,対 ソ関係においてはデジの政策を踏襲したことによって民族

主義的感情の継続をはかるとともに,権 力の安定後にはイデオロギー統制の一環とし

てさらに民族主義を強化 していった。チャウシェスクによる民族主義の強化は彼が

行った他の政策 とも関連 して個人的な特殊な傾向とみなされるのであるが,本 稿では

民族主義への傾斜を政治的 プロセスにおいてだけではなく社会主義体制下での支配と

民衆の実践というレベルで論 じてゆ く。独裁的な社会主義の下で個人の自由などまっ

た くありえないかの外見の裏に,意 外にしたたかな民衆の戦略 と実践があったことを

以下で提示してみたい。

3.2民 衆の慣習的行為 に対するキ リス ト教 の影響力

ルーマニアの社会主義体制がめざしたのは,な によりも急速な近代化であった。そ

の手段に対してさまざまな反発があったかもしれないが,近 代化 自体に対してはおそ

らくは反対はなか ったのではないかと思われる。そもそも近代化は戦間期の最大課題

でもあったし,そ の課題は未解決のまま社会主義体制へと移行 したからである。 した

がって,社 会主義体制下で近代化は至上命題として押し進められた。それによって大

きな変容をこうむ ったのは,農 村での伝統的な生活と工場の集中的な建設によって急

速に人口を増や した都市の生活であった。そ して,ど ちらの面においても影響を強 く

受けたもののひとつが宗教であった。しか し,民 衆へのキ リス ト教の影響力に関 して

は,伝 統的な生活を保持することができた農村についてはいうまでもなく,あ るいは

大きな変容過程にある農村においてもかな りの影響力がなおも維持されていたように

思われる。このことについては後述するとして,先 に問題 としておきたいのは都市に

おける教会の影響力である。都市住民への正教会の影響力に関 しては,正 教会そのも

のの属性 よりもルーマニア社会の特徴が大きく関わっている。それはルーマニアにお

いては歴史的にみて都市住民と農民に民族的偏重があって,ル ーマニア民族はおおむ

ね農民に偏 り,都 市住民はハンガリー人,ド イツ人,ユ ダヤ人によって多 く占め られ

ていたことである。 したがって,ル ーマニア人に関しては都市住民 となったのは比較

的新 しい時代のことである。したがって,都 市と農村 との間において少な くともルー

マニア人に関する限 り強い関係が維持されているといってよい。実際,社 会主義政権

下において進められた重工業政策によって生まれた歴史的郊外の集合団地の人々は,

ある意味で都市住民 としてのメソタリティーを形成 していない印象を与える。それは

比較的よく維持されている信仰心や農村に残っている一族 との交換関係によっても理

解 され る。 したがって,農 村での正教会の影響力がさまざまな形で都市住民によって
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も共有されていると考えられるのである。

そこで農村でのフィール ドワークから,ル ーマニアの農村共同体において慣習的な

実践に宗教がおよぼす影響力を明らかにする。村の生活に関 してはすでに論 じたこと

があるので(新 免1997b),こ こでは簡単に概要を述べてお くことに したい。調査を

行ったのはルーマニア北西部マラムレシュ地方22)のA村 である。 このマラムレシュ

地方は,社 会主義時代には両義的な評価が くだされていた。山間の地方の常 として大

規模な機械化農業には向かず,交 通の不便なことから工業投資も見送 られて 「後進地

域」 として扱われる一方で,「伝統的」な生活が現代にも受け継がれているがゆえに

ルーマニア民族の揺覧地 として賞賛されていた(Kligman1988)。 このマラムレシュ

地方の調査で得られた知見をここで利用す るのは,こ うしたマラムレシュ地方の特権

的な性格に由来する。マラムレシュはルーマニア人の民族的な言説のなかでひとつの

参照系を形作 ってお り,「自由ダチア人」23)が支配を維持 していた民族の純粋文化を

保存地域 とみなされているからである。 もちろん,ル ーマニアの現実は多様であ り,

地域的差異,歴 史的差異は2章 で述べたとお りであるが,多 くのルーマニアによって

共有されている 「村」イメージを担 っているという点で,本 稿の議論のなかで 「農村」

をこの地域の村によって代表させたい。

このようなマラムレシュ地方の条件をもつA村u)で は,マ ラムレシュ地方の伝統

と社会主義体制下で始まった社会変化が共存 しているようにみえる。家並みは伝統的

な木造家屋が立ち並び,マ ラムレシュが誇 る木彫 りの門も林立し,い わゆる伝統的な

村の外見をもっている。 しか し,そ の一方で村人の生活はすでにシゲットに大きく依

存 し,仕 事,教 育,消 費,医 療の面で都市の影響にとりこまれている。村の経済も農

業 と近 くのシゲット市での賃金労働による収入を中心 としている。賃金労働のなかで

は トラックの運転手が多 く,他 に木材加工工場の労働者,鉱 山労働者,教 師などがあ

る。農業は輪作を行い,穀 物 としては小麦,カ ラス麦,じ ゃがいもなどを生産す るが,

土地は丘陵が多 く,大 規模な農業には向いていない。現在は土地 もやせているので,

家畜による有機肥料が欠かせないものとなっている。家畜には羊,牛,山 羊,豚,ア

ヒル,鶏 などがいる。羊は夏の間,羊 飼いに託され ウクライナ国境に近い放牧地で過

ごす。夏の短いマラムレシュでは,羊 たちは5月 初めに村を離れ,8月 の終わ りに村

に帰って くる。社会主義時代には,ル ーマニアの大部分の村の例に漏れず この村も集

団化され,土 地はほとんど強制的にとりあげられ,国 営集団農場や農業生産協同組合

で管理されるようになった。農民は農業労働者として集団農場で勤務することにな り,

決められた労働時間とノルマが課せられた。1989年 の 「民主革命」後の現在では土地
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は返還され,農 民はそれぞれの私有地を耕作 している。

A村 の宗教状況の特徴はルーマニアでは珍しくギ リシア ・カ トリックが村の多数

派25)を 占めていることである。ギ リシア ・カ トリック教会に属する村人の宗教活動

は,村 のはずれにある二つの教会と革命前からこの村に暮らしている司祭を中心とし

て行われている。 日曜 日や教会の祝祭 日には,現 在でも多 くの村人が教会に集まりミ

サに参加する。重要な祝祭 日としては,ま ず春の復活祭,夏 の聖母就寝祭,そ して冬

の降誕祭とそれに続 く公現祭が挙げられる。そのほかに多 くの聖人の日があ り,ま た

死者の日,諸 聖人の日などの特別な祭 日がある。 これらの宗教的祭日は生業のサイク

ルと関わってお り(伊東1986),人 々の一年の生活を季節ごとに分節化するとともに,

教会での ミサによって精神的にも村人を教会につなぎとめている。

復活祭(イ ースター)は 救世主イエスの復活を祝 うキ リス ト教最大の行事であ り,

春分を過ぎた最初の満月の後の日曜日に行われる移動祭日である。村人は,子羊を屠 っ

てごちそ うを用意 し,家 のなかをはき清め,前 日には身体を洗って祭日に備える。復

活祭の一週間前の日曜 日は 「枝の主日」とよぼれ,そ の日教会で ミサが行われ,村 人

は聖別されたネコ柳の枝を家に持ち帰る。この枝は台所の隅におかれて,家 族の健康

を守るとされている。復活祭当日には,夜 が明けやらぬ頃からミサが教会で行われ,

村人は用意した食物を教会に運んで祝福を受ける。復活祭が終われぽ,農 耕の季節の

始ま りである。耕作と播種が行われ,羊たちはそれぞれの家から一ヵ所に集め られ,

夏の放牧地へと出かけていく。8月15日 の生神女就寝祭は,カ トリックでい うところ

の聖母被昇天の祭日である。ルーマニア中で聖母を守護者とする教会へ人々が巡礼す

る。マラムレシュでは,ニ ヵ所大きな巡礼地があるが,ギ リシア ・カ トリックの人々

はジZレ シ2チ とい う村にある教会で ミサを行 う。 この日が過ぎてしばらくすれば,

秋の訪れを感 じるようにな り,作物の収穫が始まる。10月末に教会の死者の日がある。

村によって日は異なる。人hは 教会に集まり,ミ サに参加し,そ れぞれの近親者の個

人の墓にろうそ くを供えて魂の平安を願 う。ギ リシア ・カ トリック教会はJラ テン ・

カトリック教会同様に煉獄の存在を公けに認めてお り,人hは 死者の運命が ミサなど

の生者の行いによって影響 されると信 じている。12月 にはいるといっそう冬 と祝祭の

訪れを意識する。まず12月8日 は聖ニコラエの日で,子 どもたちは贈 り物を楽 しみに

眠 りにつ く。この時期,ど この家でも豚の屠殺が行われる。この季節のために各家で

飼 ってきた豚を屠って解体し,ソ ーセージなどに加工する。解体は男の仕事で,女 た

ちは補助的な仕事を行 う。12月25日 の降誕祭(ク リスマス)は,イ エス ・キ リス トの

誕生を祝 う重要な祭日である。この日から1月6日 の公現祭までは大晦日と新年を挟
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んで特別な時期になる。 とくに雪に閉ざされるマラムレシxで は,村 人は暖かい台所

での会話の楽しみを求めて訪問を繰 り返すのだが,休 息期であるこの時期においても

家畜の世話は決 しておろそかにされることはない。子どもたちはクリスマス ・キャロ

ル(コ リンダ)を 歌いながら村のなかを門付け して回る。1月6日 は 「主の公現祭」

である。これはイエスが洗礼者ヨハネにヨルダン川で洗礼を受けたことを記念する行

事である。A村 では二 日にわたって行われる。村の司祭が一軒一軒信者の家を回 り,

祝福をして回る。信者はごちそ うとツイカ26)を用意 して司祭を迎える。そして二 日

目にはイエスが受けた洗礼に倣って川へ行き,記 念の ミサを行 う。

これらの共同体に関わる教会の公的な機能 の他に,家 庭内の私的な領域での教会の

役割は,い わゆる人生儀礼である出産(洗 礼),結 婚,葬 式において現在 も際立って

いる。これらは人生とい う個人の時間を分節化すると同時に,家 族とい う共同体の リ

ズムを支配 しているとい う意味で,教 会が村人の信仰を家族 というサークルの内側で

つなぎとめる重要な機会になっている。

洗礼はキ リス ト教共同体への参加条件であ り,村 落共同体がキリス ト教共同体 とほ

ぼ重なる状態では,役 所での出生届以上に重要な儀式となる27)0洗礼においては,名

付け親の存在が非常に重要であった。名付け親は,洗 礼に関わる費用と将来の結婚の

費用もかな り負担する名誉ある役割であった。子の方は,そ うした贈与に対 して労働

力の提供で応 じた。現在のA村 では,名 付け親自体は存在するが,そ うした意義は

失われている。

結婚式については,現 在でも教会の関与が信者にとって必要不可欠なものといって

もよい。結婚は役所への登録で法律上は成立す るのであるが,教 会への儀式を省略 し

ようなどとい う人はいない。 この教会での儀式 と村の集会所での大勢の招待客を集め

ての披露宴が,結 婚の大切な行事である。招待客は,ふ つ う二,三 百人にも上る。そ

れをまかなう出費は大きな負担となるが,そ れによって社会的ネ ットワークの維持が

はかられる。招待客は,新 郎新婦のために現金あるいは何かしらの贈 り物を用意する。

葬式 もまた,洗 礼や結婚式同様,あ るいはそれ以上にキリス ト教徒には不可欠の儀

式である。教会に忠誠を誓 っている信者の多 くは,現 在でも死後の復活を強 く信 じて

いる。死後の魂の平安 と復活のためには,遺 族は葬儀を行わなければならない し,追

善の法要も欠かすことは許されない。 したがって,死 後の運命を気遣 ってくれる子孫

を残す ことは,重 要な意味をもつ。教会の墓地での埋葬が終わると,葬 列に参加 した

人々は追善の食事にあずかる。雪のなかでも,人 々は庭に用意された長いテーブルに

向かい合って座 り,ス ープ,サ ル ・マーレ,ツ イカや ビールで供応される。こうした
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追善は死者のための功徳を積むことであ り,同 時に村々の共同性を維持する機会 とな

る。

キ リス ト教会の民衆に対す る影響力 といった観点か らみると,正 教会は民衆の生活

との深い結びつきを社会主義体制下でも大変強く維持 していたといえる。その媒介者

として村々における正教会の司祭の存在は非常に重要である。正教会の司祭はそもそ

もカ トリックの司祭とは異な り修道司祭をのぞいては妻帯を許可されてお り,家 族 と

ともに村内に居住していた。そのことによって農民か ら深 く敬われる司祭も,村 にお

ける農民の生活感情を共有することができるし,利 害 もまた共有することが可能で

あった。 ときとして,そ れは対立 という形も取 るが,農 村共同体への帰属の深さは重

要な正教会司祭の属性である。

司祭 と村人 との経済的関係は,村 人の教会への寄進によって形作られている。村人

が教会へ寄進する機会は枚挙にいとまがない。あらゆるミサで寄進が行われるし,年

の暮れには司祭へ信者たちは農作物を運んでいる。 このような村人の寄進行為をみる

と,司 祭 という存在は一般的にいって教会の権威を利用して村人から搾取 しているよ

うにも思われ る。たとえぽ,B村 の司祭は何台も車を買い換え,3階 建ての大 きな

家屋に住んでいるし,C村 では司祭の妻が司祭の権威を利用 して絨毯の作成 と販売

を一手に管理 して大きな利益を上げている。二つの村の司祭 と一般農民の生活格差は

歴然としている。そ うした関係を目にして気になるのは,宗 教的権威を背景に精神的

にも優位にたっている司祭が,そ の村のなかでの高い社会的地位と大きな影響力自分

たちの生活のために利用 しているかのようにみえることである。それに対 してA村

の司祭は例外的にかなり質素な暮らしを守っている。村人からの反感というものは受

けていない。 もちろん,家 族がいる以上修道僧のようなわけにはいかないだろうが,

他の村のずいぶんと豊かな暮らしをしている司祭に比べるとその対照はいち じるし

いo

教会の村内での組織運営は,司 祭を中心 として補祭,寺 男の三人によって行われる。

司祭の給与は社会主義時代から国家の補助金にたよっている。だが,そ の額は非常に

少な く実質的には村人の寄進によって生活 している。司祭を補佐する補祭,寺 男には,

司祭からい くらかの給与が支払われる。教会の運営についてのいろいろな問題は,司

祭の発案にもとついて男性信者の集まりだけで討議される。村における司祭の重要性

は教会の運営にとどまらない。司祭は村人の精神的支柱そのものでもある。なによ り,

宗派の選択自体にも大きな決定要因 となっている。た とえばA村 の場合,住 民の大

多数が正教会からギ リシア ・カ トリック教会に復帰 したのも司祭の人格的影響力であ
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ると答>xる 村人が少なくない。マラムレシュの非常に伝統的な信条からすると,ギ リ

シア ・カ トリック教会が正教会に強制的に合同させられてか らすでに42年 たって,も

はや正教会が伝統とな り始めていたのだが,こ の村では司祭のイニシアティヴでギ リ

シア ・カ トリック教会を選んだ。また土地の返還問題が混乱を極めていた頃,住 民を

まとめあげたのも司祭であった。

村人の日常的実践のなかでアイデンティティ形成と維持に深 くあずかるのが,キ リ

ス ト教信仰にもとついた定型的な表現の挨拶である。村人たちはイースターを境にし

て,そ れ以前は 「主を讃えよ」,そ の後は 「主はよみがえ り」と呼びかけ,そ れぞれ

「永遠に」「まことに主はよみがえ り」と応答する。この挨拶は村内で交わ され るだ

けであって,都 市では使われることはほとんどない。おそらく都市の住民は,こ の挨

拶を田舎臭いとみなしているのではないだろうか。筆者など外国人がこの挨拶を行う

と村人からは暖かな応答を受けることができる。この挨拶がよそ者を排除することは

ないまでも区別する機能を果たし,村 人のアイデンティティを確認する行為であるこ

とは明白であろ う。

また教会と関わる村人の日常的実践を大きく規定している問題は,村 内の男女関係

とくに女性の社会的立場である。村社会のなかの女性観は男女関係の規範を構成 し,

この男女は次世代の再生産の基本要素である家族を形成するがゆえに,女 性に関する

教会の基本的な立場は,そ の影響力のなかでも重要な地位を占める。ジェソダーの問

題についてはクリグマンの議論に詳 しいので,彼女の議論で筆者の観察を補いながら,

ジェソダーに関わる社会的規制について述べることにしたい。

村落内,家 族内での女性の社会的立場は,男 性との対照性 と補完性を示している。

まず村内活動のひとつとしての教会運営に関 しては,A村 では女性が教会の会議に

参加 しないのが習慣のようである。年輩の女性に理由を確認 した ところ,大 切な問題

は男性が決めるものだとい う答えであった。村落内の公的な問題には,男 性が中心と

なって関与するのが習慣であるという。このように現在でも村では男女の役割分担が

さまざまなレベルではっきりと行われてお り,男 女間の関係は社会的に構造化され,

公的および私的な活動領域で一般化 される性に関連する範型が形成されているように

思われる。それは社会的活動の分業が儀礼周期のなかで劇的に反復され,男 性は年中

行事のなかで,女 性は通過儀礼のなかでとに く目立つ役割を担っていることにも表わ

れている。労働に関 しても家内労働は女性の分担 とされ,料 理,洗 濯,掃 除,機 織 り

などを行う。一方,堆 肥の運搬,家 畜の食料用としての干 し草の刈 り取 り,牛,子 羊,

豚の屠殺 ・解体は男性の役割 となっている。すなわち男女の活動領域は生産活動の異
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なる領域を構成 して,こ の性的分業は性的分離 と同時に生産および再生産の活動の補

足性をも示 している。男女の社会的な分離は子弟教育の領域においても反映されてい

る。村落内の年頃の女の子の評価は,な かなか厳 しい。良い子であっても,は いてい

るスカー トがいつも短いといって非難される。教会内での秩序については,男 は村の

なかで世帯を代表するように神の前で家族を代表する一方で,女 性は聖なる領域,公

的領域の周縁に存在する。男性は教会で女性 より先に神の言葉を受け取る特権を有し

ている。教会での椅子の座 り方では,祭 壇に向かって右側に男性,左 側に女性が座る

傾向にあ り,前 後関係では男性が前に,女 性が後ろに座った り立った りする。以前は

教会内部では入 り口までしか女性は入れなかったが,今 ではそ ういう規則はない。そ

れでも女性は遠慮がちに振る舞 うのがふつ うである。

クリグマソによると,こ うした男女観はキ リス ト教的な信仰ぼか りでなく土着的な

民衆イデオ ロギーに根本的に関わってお り,そ れらが複合し合って実際の規範を作 り

上げている(Kl刕man1988)。 おそらく民俗的な男女の概念で中心的な位置を占める

のは清浄と汚れの観念であ り,そ こからさまざまな規範が生 じている。たとえば人間

の身体は肉体的欲望をもつので,肉 体は均衡を回復するための洗浄が必要であ り,そ

れを食物の禁止と精進の日hを 通 じて均衡を調整すると考えられる。女性の身体には

男性の身体より多くの問題があ り,女 性は弱 く汚れているとみなされる。それを教会

の教>xは イヴを女性が誘惑と堕落に関わっている証明とみなしている。女性の汚れに

関する信仰は月経血 と女性の生殖力の自然的資質に由来 し,そ れによって女性は社会

的秩序を脅かす内的な潜在的力を所有する。血は健康,親 族関係,あ る種のサクラメ

ン トに関連するために肯定的な価値をもつと同時に,脅 威であ り汚染するとみなされ

る自然過程(出 血,誕 生,死)に 関連するために否定的な価値をもつ。生殖は性的な

罪と結びついているために,出産後40日 は母子ともに教会にははいることができない。

この期間中母子 ともに村内に汚れを伝染 させないため家から離れない。この期間は浄

化の時期で,そ れ以後村内の社会環境に復帰する。また民間信仰のなかでは有害な妖

精 と精霊の性が女であるとも主張される。た とえぽマラムレシュの人々は,人 を迷わ

せる森の女の誘惑に騙されないよう警告される。病気は女性の形で家にはいってくる

と信 じられてお り,新 年とイースターには家に最初にはいってくるのが女性ではない

ように努力し,さ もないと家は病気の不運に見舞われるとされる。あるいは死は女性

であると考えられており,人 々のもとにやってきて鎌で切 りつけるとされる。さらに

女性は呪術的実践の第一の常習者であ り,危 険な存在の象徴的一族であ り,魔 法使い

は女性の職業 とされる。悪魔 と欲望は神 と男性を通 じて示される力である父系的力に
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よって抑制されると信 じられている。

ルーマニア社会の特質をなす農村は,キ リス ト教が影響をおよぼす慣習的な実践が

支配的な世界であった。ここでは政治的には家長主義が優勢であ り,そ れは前国王 ミ

ハイへの敬慕 として現在 もみられ,ま たチャウシェスクが国民の父,そ の妻エレーナ

が母として振る舞お うとしたところにも表われている。家庭においても父母の権威が

大きく,ま た聖書に由来する善悪についての倫理的な確信も一部の地域や家庭では今

も強力である。このように生業 と結びつき,伝 統的な民俗的慣習の上にたつキリス ト

教的な実践と言説が,農 村世界はもちろん都市へ移住 した人々を中心として民衆の生

活上の規範として大きな影響力を行使していたのである。

3.3民 衆の生活戦略 とその影響

前節ではルーマニア社会における慣習的行為に対するキリス ト教の影響力,す なわ

ち生活規範上における教会の大きな影響力が明らかになった。農民たちの社会的,家

庭的生活がキ リス ト教によって支配されている状態が,社 会主義体制が支配の対象と

して働きかけてきた農村の現実であった。社会主義体制は当初そのような伝統的な農

村共同体的慣行 と心性の世界を解体 しようとして,あ る程度の成果を収めたかにみ>x

たが,実 は社会主義自体が内部か ら崩壊 していった。そこで本節では社会主義体制下

で体制が民衆に働きかけてきた重要な局面をとりあげ,民 衆に対する支配が破綻 して

いった経過を説明することにする。

そもそも農村に社会主義思想が侵入 してきたのは第二次大戦後 とみてよい。それま

では社会主義思想が外来の思想であ り,社 会主義者が民族の裏切 り者 とみなされてい

たことは先にみたとお りである。 しか し,1944年 のクーデターとその後の社会主義運

動の過程で農村 もまた社会主義思想の影響下にはいっていった。その影響力は農業改

革による土地の分配によるところが大きい。第一次農業改革によって小作農民のかな

りの多 くが自分の土地をもつことができたためである。 しかし,農 業部門における社

会主義化政策である農業集団化は農民たちから再び土地を奪い,そ のことによって社

会主義政権は農民たちの支持を失 った。それ以降,体 制 と農民とは決 して相いれない

関係 となった。農民は当初の労働者優遇の社会主義政策によって苦境におかれたが,

急激な工業化が破綻 し,経 済危機が深まるなかで農村はさまざまなネットワークを通

して食料を流通させ,飢 餓を緩和 させる役割を果たした。

まず体制の農民に対する攻撃の第一段階 としての農業集団化の過程は,農 村集団化

が1949年3月 の共産党大会で決定されたのを受けて開始された。戦後の農業改革に対
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して第二次農業改革とよばれるこの改革では,50haを 超>xる すべての所有地が収用

されて,農 業の 「社会主義セクター」が創設された。それと同時に中央委員会は富農

と戦わせるために貧農を動員 し,農 村における階級闘争を組織 した。次に 「農業生産

協同組合」 と 「機械 ・トラクター ・ステーション」の設立28)を発表 し,富 農撲滅を

ねらった財政的差別措置を利用して協同組合の設立を急いだ29)OA村 においても同様

に集団化が進められた。村人によるとA村 での集団化は,ま ずマラムレシュ地方の

中心都市であるバイア ・マーレから共産党員がプロパガンダのために村を訪れ,土 地

を収用するために貧農や土地を持たない労働者を扇動することから始まった。同 じマ

ラムレシュ地方でも,山 を隔てて隣 り合 うイザ川流域の村hで は村人の団結が固く集

団化を免れたとい う。 しかし,A村 では村人が団結 しなか ったために,政 府に対抗

することができなかった。この集団化に対 して全国的に農民は抵抗 したため,1951年

の中央委員会会議では強制措置の利用が批判され,土 地 と家畜が私有となる協同組合

の創設によって集団化の緩和がはかられることになった。 しか し,そ の一方で1952年

には私的セクターで耕地面積に応 じて特定量の生産物を特定価格で義務的に供出させ

る制度(強 制供出割当制度quota)が 導入された。これは農民にー協同組合加入を説得

するために経済的圧迫を加えるものであった。強制供出の割当ては厳 しく,そ れに耐

えかねて保有する乳牛を夜陰に乗 じて殺してしまい,そ れを隣人に密告されたために

投獄された人もいたとい う。1953年 のスター リソの死とその後のスターリソ批判は非

スターリン主義化の流れを生み,強 制供出割当制度も1956年 には廃止され,集 団化の

ペースは抑制 された。 しか し,1959年 には集団化が再開され,農 業における賃労働が

禁止され,中 農が 自力で耕作できない土地は没収された。 こうして集団化は1962年 に

終了した。

強制的につ くられた集団農場の実態に関 して,農 場の農民たちに対する賃金は低い

ため彼 らの生活は困窮した。そこで農民たちは生き残 りのために,あ る戦略を選びと

ることになった(Beck1979)。 すなわち家族の うち一人(多 くの場合主婦)が 組合

員 となって農場で働いて,組 合員に認められている個人土地用益権を確保 し,一 方家

の主人は出稼 ぎや近 くの町の工場労働者となることによって現金収入を得るとい うも

のである。土地から得られる作物と現金収入は,暮 らしの不足を補った。また個人土

地用益権 とい うのは社会主義経済自体の重要な部分となった。社会主義セクターの生

産性に比べてはるかに高い生産性をもち,生 産と流通に関する国家政策が引き起 こし

た一般の食料不足をこの個人による生産がかなり補っていたのである30)0

ところで,社 会主義政権の労働者優遇策もあって,こ の農民兼工場労働者 とい う農
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民の戦略は成功 したかにみえた。しかし,工 場労働や農場での労働の後で個人用益地

を維持す ることはかな りの重労働とな り,協 同組合員は個人用益地に精を出す一方で

集団農場での協同作業P'Lは手抜 きをするために農場の耕地は しだいに荒廃 していっ

た。管理者は国家への納入ノルマを果たすために,季 節労働者を雇ってまで労働力の

確保に苦労することにな り,ま たノルマを果たすためには現金で穀物を買い入れて供

出するようにもなった。大部分の社会主義国家で農業生産が低下 し,食 料不足に苦し

むようになったのは,こ うした農業集団化の結果なのだといえよう。集団化の村の生

活への影響は,そ うした経済的な面にとどまらず社会的,文 化的な面にもおよんだ。

集団農場や組合の労働 ノルマのために,日 曜や祭 日にも労働が強制 され,本 来は教会

によって禁 じられた安息日の労働が行われるようになった。それにともなって,日 曜

の午後に村人によって行われていたホーラ(輪 舞)も 廃れた。また労働形態の変化 と

工業製品の流入によって,麻 による衣服が少な くなったためシェザ トワーレという女

たちの夜なべの習慣も消えていった。これは口頭で伝承されてきた多くの物語や歌が

失われることを意味 した。 もちろん,こ れらのことはすべてが集団化つまり社会主義

の影響ぼか りではなく,貨 幣経済の浸透など広い意味での近代化の影響であるといえ

ようが,村 での調査からは集団化 とそれにともなう労働ノルマの強制によって村の伝

統的な生活が変わったとい う思いを村人が強 くもっていることが明らか となった。

このような農村の状態に対して,社 会主義体制下の都市は近代化を至上命題とする

社会主義政策の主な担い手でもあったが,ル ーマニア経済の行き詰ま りにともないし

だいに機能不全に陥っていった。まず農村 と都市 との関わ りでいえぽ,強 制的に進め

られた農業集団化は農民から土地をとりあげ,多 くの農民が都市近郊通勤型労働者 と

なった。兼業労働者となった農民にとっては,都 市に職場がある限 りは社会主義政権

が与えた都市への恩恵に部分的にあずかることができ,当 初はそ う大きな不満をもつ

までにはいたらなかった。農村を離れて都市に職を見つけ居住 した人hも,農 村での

労働の厳 しさ,割 当ての厳しさに比べると社会主義政権初期の労働者優遇政策は都市

居住者として満足すべきものであった。もちろん,以 前からの都市居住者にとって農

村からの人口移動による生活条件の低下 もあって必ず しも満足のゆくものではなかっ

たであろうが,不 満が爆発的に高まるほどではなかった。むしろ都市の住民にとって

問題 となったのは,ル ーマニアの経済状態の変化であった。初期の労働者優遇政策は

ルーマニア経済の破綻によって放棄され,厳 しい配給統制が行われるよう'/rなった。

長い行列,お 金があってもいつ市場に出て くるかわからない品物,た とえ商品があっ

ても店員が売買を個人的役得 として支配するために購入のためにすら店員に便宜をは
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か らねぽならない状態など日常生活における欠乏の影響は住民に大きな不満を生ん

だ。さらに政府が経済的インセンティヴよりもイデオロギー的動員によって生産を高

めようとしたために労働者の政府への信頼は大きく揺 らいだ。

戦後のルーマニアで急速な工業化を成 し遂げた中央指令型の計画経済は,さ まざま

な問題を社会全体に生じさせた。まず第一に挙げなくてはならないことは,さ まざま

なレベルでの意思決定が政治化し,ま た法的な支配に変わって人的な支配が一一般化 し

ていったことである。このことは,上 は国家の上層部から下は地方の工場や農場にま

で貫徹していた。十分な身元の保証 と確かな政治的信頼性を持つ人hだ けが利益を得

られるシステムである。 もっとも重要な決定は少数の人々に限られ,こ れらの人々が

大きな権力を維持 し,こ の力を家族や親 しい人hへ 引き継がせようとした。 したがっ

て,社 会的経済的富を確保するためには,そ れを援助 しうる立場にいる人との効果的

な人間関係を構築することが大切であ り,そ れが仕事場の配置改善,制 限の緩和,報

奨金の獲得の方法になった。東欧諸国では類のないルーマニアにおける共産党員の増

大も,個 人的関係を通して社会経済的地位を求める打算的判断の結果 と考えられる。

第二に,こ の傾向が促進 した広範囲な裏取引の影響がある。この裏取引は,社 会的

差違を拡大 し,経 済的機会主義をもたらし,地 方 レベルでの政治的連帯の弱体化を促

進した。裏取引とは,そ もそも公的な規制をかいくぐるために個人的な関係と非公式

のコネを利用することことであるが,ル ーマニアにおいてはとくに経済計画,必 要な

資材,労 働力の確保にも関係 していた。中央経済計画が社会の周辺へも広がるにつれ,

裏取引はあらゆるレベルで行われ,計 画目標から実際の状態は逸脱 していった。国家

レベルでは(少 なくとも書類上は)目 標達成していても,地 方レベルでは裏取引が横

行 し,さ まざまな不正な出来事が生 じた。実際,地 方の集団と個人が想像以上の潜在

的力をもつようにな り,こ れが現場でのある種の自律性を生むことにもなった。

第三に広い範囲での闇経済が広い影響をおよぼした。闇経済とは公けに認められた

私的所有部門のすべての活動,合 法的非合法的を問わず社会主義的企業 と協同組合の

間での製品の生産 と交換,「 世帯」の非合法的な経済活動などを含んでいる。ひとこ

とでいえば,闇 経済は公的な社会主義的システムとは異なるが,こ のシステムを補完

する社会の一部分といえよう。そのメカニズムは,国 家権力がしだいに中央集権化さ

れるに従い,非 公式の経済関係が拡張していった ことに表われている。その理由は,

国家が公的経済に物資を放出できないので,人 々は必要を充足するために非公式の生

産 と交換へと向か うからである。また社会主義当局そのものが,裏 取引のプロセスで

闇経済を利用しているので裏経済を活性化 した。
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こうしたルーマニアの社会主義の特徴をなす政治的,経 済的,社 会的傾向は,労 働

者自身の連帯 と社会的政治的実践を制限することにもなった。それはまず労働者 と行

政担当者 との間には共通す る強い利害関係が形成されたことである。すなわち,労 働

現場において正規収入以外に何かを求める労働者の傾向は,政 治的に成功するために

労働力を確保 し,作 業計画を立案 しなければならない上級者たちを労働者たちと結び

つけr両 者の取引を生んだ。一方,収 入や役得への競争は,支 配者から提供された利

益の確保をめ ぐって労働者たちを互いに戦わせることになった。労働者は一時的には

特殊な非公式の活動や詐取行為のなかで協力するが,短 期的目標を達成 した後には彼

らはまたぼらぼらな個人の集ま りになる。 また利害依存ネ ットワークが階級間の差違

をこえて,さ まざまな社会経済集団を結びつける可能性に関しても,そ れは一方で恩

恵にあずかる者 とあずかれない者 との間での社会的差違と不調和を昂進させる。さら

に交換の持続を維持することに失敗すると,欲 求不満と関係の途絶となる可能性 もあ

る。生活上の困難がネットワークによる交換を通 して緩和 されることについても,交

換は愛情や信頼などよりも有用性によって判断される人間関係をもたらすため,そ の

結果 としてネットワークは社会的紐帯を弱めることになる。たと>x最初は愛情が有用

性に勝 っていても,社 会主義的な政治経済条件 と収入の不足は友人間に対立を引き起

こすことにつながる。つま りは,社 会主義体制 とは利害をめぐって人々がぼらばらに

ならざるを得ない体制なのであった。

このように して社会主義がイデオロギーの中核に据えていた集団主義は機能不全を

おこし,社 会主義社会には公的な宗教否定に加えて倫理的な欠如が蔓延することに

なった。社会主義とはもともと高い道徳性を前提に した思想である。能力に応 じて働

き必要に応 じて受け取るというスローガンは,そ れをよく表わ している。全体のなか

の個,集 団のなかの一人であることに多 くの倫理的期待をよせている。それが機能不

全をおこすことによって,社 会主義社会への信頼性,ひ いては支配の正当性は危機に

瀕 しかねない。その危機に直面 した権力担当者のとりうる選択は,そ う多くはない。

より多 くの物質的イソセンティヴを強化するか,危 機を創出するか,敵 対者を創出し

てイデオロギーを強化するかである。経済的な停滞が始 まったルーマニアで顕著に

なった現象は,民 族表象の活性化であった。

3.4民 族表象の活性化 による効果 と限界

ルーマニアの社会主義体制が支配を貫徹させようとした民衆の生活はキ リス ト教の

影響を強 く受けた慣習的行為に支配 されてお り,社 会主義の理念は民衆的現実の表層
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を覆っただけであった。民衆は逆に体制の制度的特性を流用することによって相対的

な自律性を確保 し,中央政府の意志が行き渡 らない独自の領域を構築 した。もちろん,

これは体制に対する抵抗の拠点にな りうるものではなか ったが,少 な くともチ ャウ

シェスクの妄想 と一族の恣意に支配され,合 理性を失った中央政府からの被害を軽減

させる一面をもっていたことは評価 してよいであろう(Verdery1991:318)。 中央政

府が代表する社会主義体制は,民 衆の支持を獲得あるいは維持することができず,支

配の正当性を失っていった。そ うした支配の危機のなかで顕著になったのが,ル ーマ

ニア社会全体での民族表象の活性化という現象であった。この政策転換は宗教を巻き

込み,社 会主義もその言説のなかにとりこんでいった。すなわち,宗 教とくにルーマ

ニア正教会は民族の伝統を精神面で代表 し,一 方ルーマニア社会主義はコミンテルソ

などの外国の抑圧的な影響にも関わらずルーマニア民族の独立を保持するために闘っ

てきたとい う主張である。1965年 のルーマニア共産党第9回 大会でデジの後継者であ

るチャウシェスクが,伝 統的価値の再建,ル ーマニアとソ連 との平等な関係,社 会主

義下での民族の持続的存在を主張 したことで,そ うした民族表象の活性化は確定した

といえるであろう。この方針の転換によってルーマニア共産党の歴史そのものの再評

価あるいは書き換えが進められ,1920年 代 と1930年代のコミンテルンの指導下にあっ

た共産党の方針が批判され,ル ーマニアにおける独 自の社会主義の連続性が唱えられ

た31)0歴史の再評価のなかで,党 の方針に反対するものには教条主義の レッテルが貼

られ排除 された。こうした民族表象の活性化は,ル ーマニア社会のなかに深 く浸透 し,

人々の語 りのなかにもよく表れるようになっていた。それは革命後の現在においても

継続 しているように思われる。

筆者の調査中にはそのような語 りを,伝 統の内容についてなにも知らないような十

代の少年少女から聞かされることが多かった。それは 「ルーマニア民族の伝統」につ

いての長い口上であ り,「自由ダチア人」の神話であ り,ル ーマニアの西欧国家とし

へ
ての本質に関するものであった。農村における社会的変容を調査テーマにしていたの

で,人 々の伝統観 伝統に関する意識は聞き取 りの主題のひとつにもなっていたが,

インテリ予備軍の少年少女による紋切 り型の意見を聞くことは驚きであった。彼らの

単純ながらも確信をもったしつような語 り口のなかに,ト ラソシルヴァニアの民族問

題や先住権問題に関する特定の立場にたった意見の言い回しのコピーが感 じられた。

それは自らの民族的伝統への愛着 とい うよりは,特 定民族の排除を意図 した民族主義

的な言説 と思われた。あるいは筆者の滞在 していた町でよく耳にしたもので,た とえ

ぽ,ル ーマニア人によって語 られる 「私にはハンガ リー人のとてもいい友人がいる。
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ルーマニア民族とハソガリー民族が対立 しているなんて信 じられない。」 という言い

方がある。確かに言っているとお り,悪 意はもたず主観的には仲良くつきあっている

のだろうと思われる。だが,教育言語や自治権などの具体的な問題になるとハソガ リー

人の集団的権利は論外であ り,「もしハンガリー語で学び暮 らしたいのならハソガ リー

に出れぽいい,こ こはルーマニアなのだから」と主張する。 さらに第二次大戦中のホ

ルティ政権による トラソシルヴァニア領有中になされたという残忍な行為についてし

つように語る。 もちろん決ま り文句はルーマニア人側だけではなく,ハ ソガリー人側

も 「トランシル ヴァニアの文化はハンガ リー人 と ドイツ人がつくった」「ルーマニア

人はず るい」「ル「マニアには秩序がない」とか,こ とあるごとに繰 り返すのである。

このような体制エリートによる民族表象のとりこみは,宗 教 と社会主義の関係をも

変化 させる役割を果たした。民族表象は支配的な宗教であるルーマニア正教会の言説

と実践 と交 じりあい,社 会主義のなかにも入 り込み,一 見すると非常に不思議に思わ

れるほど民族的で,か つ宗教的自由に恵 まれているような社会主義体制を構築 してい

たのである。そのような傾向を反映して,社 会主義政権の宗教政策は民族的統合への

意図が明白であった。民衆の生活に対 してキリス ト教は強い影響力を持つがゆ,xに,

社会主義政権は民族的伝統 との関わ り方を評価の機軸として宗派ごとに異なる政策を

遂行した。宗教管理体制の強化は,当 初 ブカレス トに宗教組織の代表者を集めて確認

された規約を受け入れた14団体の認証 という形では じまったが,赤 軍の軍事的圧力だ

けが頼 りであった共産党が宗教の支持をあてにしなけれぽならない事情を反映し,基

本的には西側 と結びつ く性格の強いカトリックが主として弾圧 され,従 来は禁止され

ていたセク ト集団は許容されるなどとい う事態 となった。ルーマニア最大のキ リス ト

教宗派であるルーマニア正教会は当初は協調関係にたつことができたが,ス ターリン

主義が支配的な時期には弾圧を受けることにな り,そ の後は再び協調関係へと転換す

るとい う過程を経た。政権成立後まもなくの協調関係は,国 民統一のために正教会の

支持を共産党は必要 していたことが原因であったが,50年 代にはいるとスターリソ主

義の影響で修道院を中心に弾圧をこうむったのである。しかし,そ れ以後は巧みな協

調路線によって政権との蜜月を続けることができた。プロテスタント諸派は,国 際世

論 とのバランスで良好な関係を保った。 とくにルター派に対する政策には ドイツとの

外交関係への慮が反映され,ま たカルヴァソ派 との関係にはハンガ リーとの外交的関

係が影響 した。ルーマニア第二のキリス ト教宗派であるローマ ・カ トリック教会は,

一貫 して弾圧の対象 となった。その理由は,資 本主義勢力の手先 としてぼか りではな

く,ル ーマニア国内最大の少数民族ハソガリー人が信者の大部分を占めるせいであっ
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た。その他でもっとも激しい弾圧の対象 となったのは,ギ リシア ・カ トリック教会 と

「主の軍隊」であ り,両 老は全面的に禁止された。ギリシア ・カ トリック教会はカ ト

リックと同じく資本主義勢力の手先 として,ま たかつての強制改宗の結果生まれた団

体 とみな し再改宗を強制された。「主の軍隊」はルーマニア正教会内の福音主義的運

動であるが,ル ーマニア正教会か らの分派的傾向を警戒されて他の福音主義的諸団体

とともに弾圧の対象となった。ネオ ・プロテスタント諸派は宗派によってさまざまな

対応がとられた。全般的に初期にはモラルの面で共産党との共闘が期待され,良 好な

関係が期待された。とくにバ プティス トやセヴンスデイ ・ア ドヴェンチス トは禁止さ

れていた戦間期とは異な り,公 認されることによってより自由な活動の余地が生まれ

た。 しか し,エ ホバの証人は反国家的傾向と徴兵拒否のために迫害をこうむった。こ

れ らの政策から判断すると,社 会主義政権の宗教政策は伝統の上に立脚する伝統性の

強い宗派は支配しつつ国民統合の手段として利用 し,よ り個人主義的で,か つ外国と

の関係が疑わ しい宗派には厳 しい弾圧で応 じるといった傾向をもつとみることができ

る。ただ し,こ のことは政府が宗教を一方的に利用し,手 段化 していると考>xてはな

るまい。むしろ,農 民 とキリス ト教の根強い一体性と習慣あるいは伝統をとりこむこ

とが,支 配の正当性を維持する上で重要であったのであろう。それゆえに,宗 教の側

からは政府のそ うした姿勢に逆に乗っていく形で,自 らの影響力も確保 しようとした

面も指摘 しうる。 とくに,「主の軍隊」,ギ リシア ・カトリックの弾圧は正教会の高位

聖職者にとっては好都合だったと思われる。

このように民族表象を介 して宗教を社会主義国家の政策のなかにとりこむことが可

能であった一因には,キ リス ト教(と くにカ トリックやプロテスタン ト)は 本来的に

普遍的な立場にたつ宗教であ りながら,そ の正統を主張する宗派である東方正教会は

普遍を必ずしもめざさな くなったことが関係している。それは正教会が9世 紀のビザ

ンツ社会において布教活動が停滞 したことから,民 族集団としてのまとま りのなかに

とどまる傾向を示す ようになったことに始まる。 さらに近代にはいってからは国家の

独立とい う政治的運動のなかで,民 族の観念が民衆の間に広まるにつれてキリス ト教

と民族集団との結びつきがさらに強化されたことも原因としてつけ加えられる(シ ュ

ガー&レ デラー1981:28-34)。 そもそもルーマニア正教会はル ーマニア社会の重要

な要素であ りえたが,社 会主義の建前からは完全に自由化されること,あ るいは体制

に完全にとりこまれることはあ りえないはずであった。しかし社会主義体制は自らが

民族化することによって,民 衆の生活のなかに定着 したキ リス ト教を民族的伝統とい

う言説においてとりこむことを可能にした。それは直接には権力を欲する諸宗派の高
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位聖職者の懐柔をもって行われた。他方,そ うした高位聖職者の意識においては民族

という表象の空間を利用 して自らが権力に近づ く手段とみなされた。宗教というもの

は民衆の世界に一体化 しているとしても,そのものではない。宗教 というイデオロギー

と組織のなかには支配と被支配の関係があって,支 配者はより権力の強い立場に本能

的にす りよろうとする。民族表象が宗教勢力内での社会主義体制の権力の中心への求

心力を強めたことは,民 族表象は一方向のベク トルではなく相互に影響をおよぼす要

因となったことを示 している。それを社会主義の側での事情からみると,社 会主義思

想の浸透が歴史的にも浅 く,そ れを担った社会集団の規模からいっても非常に小さい

ものであったので社会主義勢力は宗教勢力を無視することはできず,で きるだけとり

こむことを試みざるをえなかった し,も とより社会主義が民族化することに国民的な

反発はなく,そ れ どころか反 ソ感情の民族的高まりに呼応 して体制への民衆の支持を

得ることができたからであった。 こうして建前としては両立できないはずのキリス ト

教 と社会主義が,民 族表象を介して支配の形式としての民族的キリス ト教 と民族的社

会主義として手を握ることとなった。

民族表象が社会のなかで支配的 となった要因には,キ リス ト教の影響力のとりこみ

によって民衆への支配を確保 しようとしたばか りではなく,社 会の世論を導 く知識人

のとりこみをはかるという一面も含まれていた。 もとより知識人たちが競って民族的

言説を繰 り広げたことの理由は,明 らかにモスクワとルーマニア共産党指導部との対

立およびベッサラビアをめぐる国民の反 ソ感情を中心とする民族感情の高まり,さ ら

に筆者が主張する慣習的行為 としてのキ リス ト教のと りこみを意図したことが挙げら

れる。しかし,そ れだけではなく,権 力への関与者としての知識人の自律的な動 きも

考>xら れる。 この知識人の民族的言説の形成については,ヴ ァーデ リー(Verdery

1991)に詳しいが,それによると知識人の間での権力をめ ぐる競争が民族をヘゲモニー

を確保する手段として支配的象徴の地位へといた らしめたとい う。

ヴァーデ リーが論じる知識人は,そ の社会的な立場に関して対照的な二つの時期に

分けることできる。デジ時代の知識人の迫害の時期とチャウシェスク時代の知識人の

積極的なイデオロギー生産への参加の時期である。デジ政権下では知識人の迫害が大

規模に行われた。その理由のひとつは過酷なスターリン主義的政策を遂行する上で,

既存のヘゲモニーとしての存在が障害になったためである。行政関係者ばか りでなく

科学者,芸 術家,文 化人ら多 くの知識人がシゲット32)の収容所に強制収容され,そ

こで命を落とした。多 くの著者や著作が検閲の対象となって発禁処分を受けた。ルー

マニアの歴史記述 も修正の対象とな り,ル ーマニア史におけるスラヴ的要素が強調さ
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れた。さらに言語表記の改革も行われて,ラ テン的な綴 り方からスラヴ的な綴 りへと

変更された。 これ らの知識人はルーマニアの伝統ともいえる民族主義的傾向を強 く維

持 していたので,国 際主義を建前とするスターリン主義的社会主義にとっては見過 ご

すことのできない存在なのであった。

一方 ,チ ャウシェス ク政権においては状況がまったく異なっていた。デジ政権末期

の民族主義への展開を受けて発足 したチャウシェスク政権は,支 配の正当性をまさに

国民感情 としての民族主義,反 ソ的傾向に求めたのであるから,民 族主義的知識人の

存在はなんら問題とならなかった。それどころかチャウシェスクが総書記 として1965

年から1974年 にかけて権力を強化 してい く過程で,チ ャウシェスクのライバルであっ

たマウエルー一派のテクノクラー ト偏重を否定 して権力を掌握 したことから,よ りイデ

オロギー色の強い知識人グループを重用することになった。マウエルをは じめ とする

改革派の失脚によって党指導部のなかの改革の推進力が失われ,イ デオロギー的支配

様式に代わる選択肢が不可能になり,人 文科学 と文化的知識人のテクノクラー トに対

する優位が確立された。ルーマニアの政治改革の可能性がつぶされたために,技 術者,

経済学者,企 業経営者などが影響力を失 ったのに対して,歴 史家,作 家,哲 学者など

は支配手段としてのイデオロギーや象徴の操作に関わ り,影響力を増した。チャウシェ

スクの政策は文化的エ リー トに対する特権的な役割を生み出したのである。民族主義

はこうした新たな権力のとりまき集団としての知識人に格好の手段を提供 した。チャ

ウシェスクの1971年 の7月 テーゼは,そ うした傾向を明確に示す指標 となった。体制

の文化領域への管理の強化は文化人の抵抗を呼び起 こしたが,そ れにもかかわらず多

数の文化人が権力にとりこまれていった。そ うした知識人の権力への接近によって社

会主義体制下での共産党指導部 と知識人 との関係は,あ る面ではヘゲモニー争いの様

相を示 し,知 識人は自らの存在理由としての知識を行使しての言説の支配を試み よう

とした。 このような民族主義の特徴が,宗 教に執着する民衆 と社会主義の建前を維持

しなくてはならない政府,共 産党幹部との間をとりもつ知識人に影響力を行使する空

間を作 りだし,こ の空間の内部で知識人はそれぞれの分野の間で,あ るいは知識人同

士で競争を行ったと考>xら れる。

しか し,民 衆的感情を動員 して社会主義に欠落 した支配の正当性への信頼感情を回

復させるために民族表象が用いられたとしても,そ のプロセスはもちろん単純ではな

い。知識人と農村の人々との間には大きな溝がある。それ とい うのも農村において民

族というのはそれほ ど自明な存在ではないからである。 とくに複数の民族が共住 して

いる地域では通婚 も行われているであろうし,隣 人関係,労 働の組立てなどによって
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密接な関係が相互に築かれている。そ うした状況をある一定方向へ と導いていくには,

強力な政治的装置が必要なはずである。 ヴァーデ リーは体制の中心に近い知識人を対

象として権力をめぐる闘争を民族表象の活性化の原因とみなしているのだが,も っと

民衆に近い立場に位置する政治装置 としての人物の具体的な考察が必要 と思われる。

そのような政治的装置としては農村に居住した学校教師,地 方役人,司 祭などの 「自

称知識人」が考>xら れる。筆者のフィール ドワークでの経験からは,彼 らこそが民族

感情につき動かされて,村 人に影響をおよぼしているように思われる。彼らは知識人

としてのプライ ドをもち,自 らを農民と差異化 しながら,そ の実非常にせまい知識 と

判断力をもとに村人に影響を与えようとしていることが多い。革命後の現在において

も,彼 ら 「自称知識人」のなかにもっとも無責任な民族主義をみることがある。彼 ら

が農村社会のなかでどのような潮流を作 りだしていったのか,歴 史的および社会的な

実証が必要なところである。

ところで,チ ャウシェスクの支配が1989年 の民主革命によって崩壊 したことは,結

局のところ民族表象を用いた体制による支配の正当化が破綻 したとい うことを示 して

いると思われる。破綻の原因には,極 端な生活物資の不足か らくる国民の不満や,あ

るいは革命後にマス=メ ディアが好んでとりあげた仮説 「メディア革命説」が示 して

いたように従来型の情報統制 とプロパガソダによって支>xられたイデオロギー支配が

国境を越えるメディアによって無効化 されていたことが考えられる。 しか し,ま た一

方で民主革命の発端がハンガリー人牧師のテケシュ逮捕によって開かれたことが象徴

しているように,宗 教あるいは民族が独裁者によって私物化された社会主義体制に逆

襲を始めたとも考えられ る。すなわちチャウシェスクの独裁体制を補完するはずの

ルーマニア民族中心主義とそれにともなう少数民族に対する同化主義的政策に圧迫さ

れた少数民族が,自 らのアイデソティティとしてキ リス ト教に抵抗の拠点を求めたと

いえる。それは,キ リス ト教が民族のアイデンティティ形成に重要な要因となってき

たとい う歴史があるために,民 族的主張と宗教的情熱が一体となって過酷な独裁政治

に対する抵抗拠点にキ リス ト教がなりえたのではなかろうか。あるいは社会主義体制

による民族表象を利用した宗教勢力のとりこみは高位聖職者を中心 とする宗教者の弾

圧と懐柔を通 じて果たされたかにみえたが,民 衆の満たされぬ信仰心は体制に追従す

る宗派か ら離れ,宗 教的信条に忠実な司祭個人やあるいはネオ ・プロテスタソトのな

どの既成教会外の組織的な宗教運動へと向かい,体 制のもくろみははずれ ることに

なった。
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4お わ り に

ルーマニアにおいては,本 来は国際主義を原則としてかかげて普遍的立場にたって

いた社会主義体制下でも,当 初は抑圧された民族表象が政治,社 会,教 育などの諸領

域でしだいに強い影響力をもつようになった。この理由を説明するために,本 稿では

民衆へ影響力を失 ってしまった社会主義体制が民衆の生活行為を支配している宗教的

感情,慣 習的心性をとりこもうとして 「土着主義」的な原理としての民族主義33)と

い うイデオロギーに依拠 しようとしたことを指摘した。 これは 「普遍主義」的思想で

ある社会主義が民族化することによって民衆の生活感情のなかに浸透しようとした試

みであ り,同 じく 「普遍主義」的思想であるキリス ト教が従来土着化してきたのと同

様に,い わば 「普遍主義」的思想の土着化の問題 とみなしたい。そもそもルーマニア

には,「普遍主義」的思想がかな りな程度土着化 してきたとい う伝統がある。他の正

教地域と同じくルーマニア正教は,地 域の伝統文化,固 有文化を抹殺しようとするこ

となく取 り入れ,重 層化 してきた34)0それは民衆の生活のなかに浸透 し,一 方で人々

を支配 し影響下におきながら,他 方で固有の慣習を受け入れ,自 らの変容を余儀なく

されながら共存 してきた。それゆえに,正 教の信仰圏では西欧のような魔女裁判もな

く,宗 教裁判所 もなかった。 したがって,ル ーマニアをは じめとしてこの地域は思想

がその徹底性,先 鋭性によって極限までの可能性を示すと言 うよりは,妥 協し広く民

衆の生活のなかに浸透することが特徴であるといえよう。

ところで,そ うした東方正教の信仰に比べて社会主義はきわめて西欧中心主義的な

「普遍主義」志向を最初から強 く示すイデオロギーであった。マルクスの宗教や民族

に対する記述は,マ ルクスが西欧の教養と伝統のなかに強 く拘束 されていたことを示

している。宗教死滅論を説いたマルクスやエンゲルスにとって宗教批判はすでに主た

る課題ではなかったし(廣 岡1988),民 族 もまた理論的考察に値する対象ではなかっ

た(田 中1975)。 レーニンにとって宗教は撲滅すべき旧体制のイデオロギーであ り,

民族は前衛からの逸脱以外のなにもでもなかった。 ロシア ・ボ リシェヴィキにおいて

は,一 国革命論のもと国際社会主義運動がロシア中心主義の民族的社会主義にな り果

てた。 しか し,そ のボ リシェヴィキは,ス ルタソガ リエフをはじめとする民族共産主

義に対 しては西欧的 「普遍主義」にもとつ く国際主義と前衛主義をもって,ス ルタソ

ガリエフらを粛清の血祭 りに上げた(山 内1986)。 一方,コ ミソテルンは東欧諸国を

も鉄のくびきで締め上げ,ル ーマニアも例外ではなかった。 しか し,ロ シアの民族化
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は周辺諸国の民族感情をかき立て,そ れらの国家の社会主義が民族化するのを促進し

ただけであった。さらにこの民族主義は一人歩きを始め,社 会主義の崩壊後は 「土着

主義」としての民族や宗教をめぐる争いが旧東欧では 目立つようになった。

しかし,社 会主義体制のくびきを解き放ったのは実際には民族主義のイデオロギー

ではなく経済の動きであった。東西間の経済格差が ソ連の民主化を始動 させ,さ らに

東欧諸国へと波及 した。そして社会主義体制崩壊後は市場経済化と民主化がすべてに

優先す る国家 目標になった。 しか し,こ の市場経済化と民主化の背後にある 「普遍主

義」的主張は,予 想以上に旧東欧の国hを 大きく揺るが している。それはこの 「普遍

主義」が実際には,ア メリカを中心とした西欧中心主義的な 「普遍主義」であり,植

民地時代以来の変わらぬ構図が描かれているからである。この 「普遍主義」とともに

アメリカ生まれのキリス ト教35)も盛んに旧東欧各国に普及 している。 このような現

代の 「普遍主義」は過去においてキ リス ト教や社会主義などの 「普遍主義」が土着化

していったように土着化 していくのか,そ れとも世界資本主義 というシステムの普遍

性によって 「土着主義」勢力を駆逐していくのかは,今 のところまだ明らかではない。

しかし,「文明の衝突」という言説が俗耳に安易に受け入れ られている現在,文 明と

「普遍主義」の運命について再考する必要性が増 しているが,そ のとき知識人の閉じ

られた空間のなかでだけ考えるのではなく,「普遍主義」がまさに浸透 しようとして

いる土着的な空間から考えるとい う姿勢を保つことも必要であろう。宗教を脳内物質

の反応にすぎないとか,過 激な民族主義を国家の後進性の現われとみなすのもひとつ

の考え方ではあるが,は じめに述べたように思想の大衆的受容,現 実の体制のなかで

の切実な存在意義 といった観点か ら評価するならぽ,「 普遍主義」を知識人の立場か

ら論ずるぼか りではなく,民 衆の日常的行為からも捉えることも意味があろう。その

ためにも,旧 東欧,ル ーマニアにおける個別の調査をさらに積み上げてることを今後

の課題 としたい。
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注

1)　 トランシル ヴァニアに作 られた ハ ソガ リー人 自治 区の廃 止,ハ ソガ リー語 に よる高等教育

　 の限定,初 等 中等教 育でのルーマニア語重視,ハ ソガ リー人の多数居住地域 ヘルーマニア人

　 の積極 的な移住 をはかる ことなどが行われた。 また悪 名高 い農村改造計画ではハ ンガ リー人

　 の農村 が破壊 された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

2)ル ーマ ニア正 教会,主 要 なプ ロテスタソ ト,い くつかのネオ ・プロテス タン トは政府 と協

　調,カ トリック教会,ネ オ ・プ ロテスタソ トにつ いて は弾圧,と くにギ リシア ・カ トリヅク,

　 正教会 内の福音主義運動である 「主の軍 隊」は解散を強制 されていた。詳細については後述。
3)言 説 は もちろんデ ィス クールの訳語であ り,フ ー コーに由来す る用語ではあるが,こ こで

　 は厳密 な意味 で用い てい るわけではない。 さまざまな発話,言 表の形態 としてお く。

4)　 南塚氏 は 「土着的 な原理」 とい う言葉を使用 しているが,民 族主義 と宗教(キ リス ト教)

　 を土着的 とい う用語 で留保 なしに表現す るのは適切 ではないよ うに思われる。 とくに民族主

　義 は民衆 の生活 のなかに根づ いた土着の原理 と言 うよりは イデ オロギー的,操 作的性格を強

　 く示す場合が ある。 したがって,こ こでは土着 的原理 とい うよ り 「土 着主義」的 な原理 と理

　 解 したい。 この 「土着主義」 とは 中牧に したが って 「特定 の土着的伝統 を固有 なものと して

　過度 に強調す る(中 牧1982)」 イデオ ロギー的態度 と考 える。民衆に よって意識 され る民族

　 の土着性 は,国 家=民 族エ リー トに よる操作の結果 である場合 も多いのではないか と考 える。

　他方,宗 教(キ リス ト教)は 本来は 「普遍主義 」を志 向す るが,布 教 の過程 で しぽ しぼ先在

　 の信仰体系 と交 じりあい,土 着化す ることがある とい う意味で,土 着 的原理 として民衆の実

　践 に現われ る場合 もある。 この場合は民族主義 とは異 な り,本 来は普遍 を志 向す るに もかか

　 わ らず,民 衆 の実践 に よって土着化 され る点が特徴 である。 こ うした点は,以 下 の論述にお

　 いて重要 な主題 として扱われる。
5)日 本仏教が原始仏教 とは多 くの点で異なる ことや キ リス ト教の聖者崇拝 も原始 キ リス ト教

　 に照 らす と多神教 の疑 いをもたれ ることがある。東欧諸国で も,そ もそ も普遍主義的思想で

　 あるはず のキ リス ト教が土着化 してきた。 この歴史的体験は ロシアにおける正教会の土着信

　仰 との融合 による信仰 の二重化お よび聖者信仰 やマ リア崇拝,イ コン崇拝の正統信仰か らの

　逸脱 などにみ られ る。

6)イ スタ ソブールの フ ァナル地区に住んでいた ギ リシア新興貴族層をさす。彼 らは東西貿易

　 に よって財 を蓄 えて17世 紀後半か ら台頭 した商業貴族 で,東 方正教会 の総主教 の選挙に影響

　 力をもち,オ スマン帝 国に協力 して帝国内の要職 を就 いた。そのひ とつに1821年 まで続いた

　 ワラキア=モ ル ダヴィア公 の役職 があった。
7)国 境防衛 のために トランシル ヴ ァニアに移住 させ られたハ ソガ リー人の集 団。現在で も独

　特 のアイ デソテ ィテ ィを維持 している。

8)一 般に はこの ギ リシア ・カ トリック教会の聖職者が先駆 とされる ことが多 いが,正 確を期

　せぽ 「年代記老」を先駆 とす るら しい(Georgescu　 1991)。

9)ル ーマニアで のキ リス ト教 の宣教は3世 紀頃 に始 ま り,4世 紀 には黒海沿岸 のコンスタ ソ

　 ツ ァに司教座が設け られた といわれ る。4世 紀か ら10世 紀にいたるルーマニアの文字資料は

　 ない。9世 紀に ビザ ソツ教会の傘下にはい り,ス ラヴ語典礼を導入 したブルガ リアの管轄 下

　 にル ーマニアは10世 紀にはい った らしい。 中世 には ワラキ ア公国,モ ルダ ヴィア公国が成 立

　 し,そ れぞれ府主教座が設け られた。一方 トラソシル ヴ ァニアの住民 の多数 を占め るルーマ

　 ニア人は正教会を奉 じていたが,オ ース トリアの支配 のもとで平等 な権利を求め カ トリック

　 に改宗 し,教 皇の首位権は認めたが教会慣行 と典礼は もとの ままとい うギ リシア ・カ トリッ

　 ク教会が生 まれた。1925年 には第 一次大戦後の講和条約に よる国境変更 に伴い,ワ ラキア と

　 モル ダヴィアの府 主教座が合 同 して ブカ レス ト総主教座が誕生 した。
10)　ポ ーラン ド南東部か らウクライナ西部 にかけ ての地域。18世 紀末か ら第一次世界大戦まで

11)

12)

はポ ー ラ ソ ド領 に 属 した。

　ユ ダヤ 人 の全 人 口に 占め る割 合 は4.2%に す ぎな い が,都 市 人 口で は 全 国 の14.3%,ブ コ ヴ ィ

ナで は30.1%,モ ル ダ ヴ ィ アで は23.6%を 占め て いた 。

　 コ ドレア ヌを 指 導 者 とす る鉄衛 団 と コ ドレア ヌの 死 後,ホ リア ・シ マ に よ って 導 か れ た 鉄
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衛団を区別す る必要が ある。反 ユダヤ主義に関 して両者 の間にはかな り大 きな差異 がある(住

谷1996)。

13)コ ドレアヌの経歴 については住谷氏 の御教 示に負 うところが多い。

14)組 織 の基本単位である クイブ(巣)は3人 以上13人 までの グル ープを一人 のシ ェフが指揮

す るもので,愛 を基礎に した レジオナールの小家族 と考え られた。根本原則 は規律 ・労働 ・

寡黙 ・学習 ・助け合い ・名誉 であ り,未 来の国の建設者た る若い幹部養成 のため の学校 とし

て構想 された。キ リス ト教正教会に敬慶に仕 え,私 欲を もたず仲間を第一 に考 え,ル ーマ ニ

ア民族 のために 自分を犠牲にす ることが求め られた(住 谷1996:401)。

15)ウ ク ライナの町SolomonKatzで 生 まれた。ル ーマニアに到着 したのは20年 の亡命生活を

経た1875年 で あった。彼は高校時代か らナ ロー ドニキ運動に関与 し,1878年 の露土戦争に影

響を受けた。 ロシア革命は評価せず,プ レハ ーノブ主義者 として ソ連の将来 に危惧を いだい

ていた。

16)ブ ルガ リアの町Kote1で1873年 に生 まれた。ル ーマ ニア との関わ りは露土戦争 が きっかけ

であった。両親が当時は ブルガ リア領であ った ドブ ロジャに在住 してお り,露 土 戦争 によっ

て ドブロジ ャがルーマ ニア領 となる ことに よって彼 もル ーマ ニア市民権 を得 る ことにな っ

た。彼 と共産主義思想の関わ りは高校で共産党へ転向 した ことに始 ま り,ジ ュネーブへの医

学留学時 には思想的確信を得 た。そ の後 プ レハ ーノブの影響に よ りマル クス主義 への確信 と
ロシア帝制への敵意をいだ き続けた。

17)1918年 以降に併合 された地域の党員は約71%に のぼ った。

18)カ ルパチア山脈の中央部 か ら南東部にかけて の地域で,現 在,北 部は ウクライナ,南 部は

ルーマニアに属す る。中世 のモルダヴィア公国 の主要部を 占め,オ スマ ソ帝国に続いてオー

ス トリアに支配 され,1919年 か ら1940年 までは ルーマニアの支配下 にあったが,北 部 ブコヴィ

ナが1940年 に ソ連に併合 された。

19)ド ニエス トル川,プ ル ー ト川 と黒海に囲 まれ た地域 で,現 在は モル ドバ共和 国。ルーマニ

ア人 に よる領有 はモルダヴィア公国に始 まる。 その後 オスマ ソ帝国,続 いて ロシア領 へ編入

された。 ルーマニアに よる再領 有は1918年 に行われたが,1940年 に ソ連の最後通牒に よって

再び喪失 し,ド イツ軍の侵入 とともに1941年 か ら44年 まで支配 したが,そ の後 ソ連領 となっ

た。

20)共 産党 は もと もとハ ンガ リー人,ド イツ人,ユ ダヤ人 などの少数民族出身者が多 く含 まれ

ていたが,そ の うち指導部内には戦時 中の弾圧 か らモスク ワへ逃れた 「モス クワ派」 とでも

い うべ き勢力があ り,それが少数民族出身者 と同一視 された。戦時中国内の収容所にいた 「国

内派」の一人 であるデジは,モ ス クワか らの影響 力排除 のため の闘争のなかでモス クワ派 の

指導者 を粛清 し,他 方で少数民族出身者 に対す る敵対的 な態度を とった。

21)デ ジの非 スター リソ化政策は権 力保持 のためであ り,古 典的 なマルクス主義,ス ター リン

主義的な工業化 モデルか らの離脱ではなか った(Georgescu1991:248)。

22)マ ラム レシュ地方 の面積 は6215平 方 キ ロ,人 口が53万8534人(1922年)で あ る。標 高

1000～2300メ ー トル の山 々が連な り,主 な四つ の河川 に よってできた谷沿いの平地に人 々が

暮 らす。平地 が少 な く年間の平均気温 が低 い ことから穀物生産 には適 してお らず,家 畜の飼

育 と穀物 の栽培 を複合 させた有畜農業 を基 本 としている。他方,豊 かな森林資源 と鉱物資源

に恵 まれ て林業 と鉱業が発達 してい る。

23)R一 マ人 との混血 によって現ル ーマニア民族 を形成 したダチア人 の一部で,ロ ーマの支 配

下にはいる ことな く自由を保持 し続けた と信 じられている人 々のことをさす。

24)人 口1702人,戸 数600あ ま りの村であ る。 ふつ う3000人 くらい の村が多 いマ ラム レシュ地

方の村 々のなかでは小 さい方で,民 族的にはル ーマ ニア人 が99%を 占め る。隣接す る二つの

村 と地方行政単位 であるコムーナを構成 し,行 政機 関事務所 がおかれてい る。 コムーナの人

口は3822人 で,農 地面積は5775ha(そ の内訳 は耕地200ha,放 牧地1764ha,牧 草地2682

ha,果 樹園99ha)。 人 口に比 して耕作可能な土地が少ないこ とがわか る。 なおさまざまな統

計資料は コムーナを単位 と してい るため,村 単位の資料 を得 ることは難 しい。 マラム レシュ

地方の中心都市 のひ とつ であるシゲ ット市 は村か ら20キ ロの距離 にあ り,一 日にお よそ6便

のバスで村は結ぼれ ている。

25)人 口1700人 あ ま りの村人 の うち,約1100人 が ギ リシア ・カ トリック,111人(政 府 資料)

もし くは154人(ギ リシア ・カ トリック司祭の資料)が 正教会 に属 している。 残 りの人 々は

ネオ ・プロテスタソ ト諸派である。
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26)村 人たちが村 内の蒸留所へ果実を持ち込んで作 る,50度 を超 える強い蒸留酒。'

27)具 体的な習慣 については,残 念なが ら筆者 の滞在中に洗礼行事 を観察す る機会がなか った

のでデータを欠いてい る。ただ し,教 会の ミサにおけ る司祭の説教 で,出 産 の減少に対す る

教会 の危惧が明 らかにな った。司祭は出産 が減少 している ことを憂 い,具 体的に一年 間の村

での出産数 を挙 げ,こ の ままではキ リス ト教共 同体が解体する と警告 し,村 人に子 どもを生

む よ うに勧 めていた。

28)国 営農場 は完全 に国家 に よって所 有され,労 働者は国家か ら給与 を受け取 る社会主 義的 な

資産形態である。農業生産協 同農 場は,理 論的には土地 と労働 力を提供 した構成員に よる集

団所有にもとつ く。機械 トラクターセ ソターは機械を供給す るセ ンターである。

29)1949年 には56協 同組合が成立,1950年 には1000の 協 同組合,25万haの 土地,138の ステー
シ ョソの規模 に達 した。

30)個 人的用益地は1970年 代 には耕作面積 の8%を 占め,一 方 国営農場は19%,用 益地 をのぞ

いた協同組合 は68%だ った。1975年 には,用 益地の穀物 の生産 はおお ざっぱにい って比率 で

10%,国 内全体 の肉生産 の三分 の一,じ ゃがい もと野菜 の36%,ミ ル クの38%,果 物 の40%,

すべての卵の半分を生産 していた(Verdery1983)。

31)社 会主義 にも二つ の種類の社会主義が あることを認め,コ ミソテル ンに代表 される ような

ソ連 の社会主義は悪 しき社会主義 であ り,マ ル クスすらも民族 の独立の主権 とい う点 につ い

ては間違 ってお り,ル ーマニア社会主義 のみは民族の伝統 と独立に忠実に したが ってきた と

主張 した。

32)正 式名称はSighetMarmatiei。 歴史的 マラム レシュの政治経済的,地 理的に も中心的な都

市であったが,現 在は ウクライナ との国境沿いに位置す る。 トランシル ヴ ァニアのゲルラと

な らぶ政治犯収容 施設 があった。

33)普 遍主義の土着化を論 じる場合 に土着的原理 として扱 う民族主義の民族 とは,そ もそ も西

欧近代が生み出 した観念であ り,き わめて西欧的 な観念であ った。 しか し,こ れ はアンダー

ソンが言 うよ うにモデ ュール とな って世界中のあ らゆ る地域に適用 され る ようになった。そ
れに よって民族 とい う観念は,あ る集団の伝統,歴 史,固 有の信仰 とい ったもの と強 く結び

つき,土 着性 とい う属性を獲得 してい った。そ して民族が当該地域 の土着 的勢力 であ るとい

うことが支配的な観念にな って しまった。 だが,そ れで も民族 とい う観念 が非常 に操作的な

ものであ って民 衆に とって二 次的な場 合 もあるとい うことも忘れ てはな らない。その ときに

民族 は 「特定の土着的伝統 を固有な もの として過度 に強調す る」 民族 エ リー トによって主張

され るイデオ ロギー的 な 「土着主義」的な存在 である。

34)そ れがつねに権 力への迎合 であ るとか,支 配 の手段 と化 している とい うのは ビザ ンツ社 会

へ の批判か らも繰 り返 される批判 であるが,宗 教 自体が権力化す るのであれば,権 力 との関

係だ けで宗教 を批判す るのは あま り有効では ない。 宗教 の 自律性を強 調す る ローマ ・カ ト

リックが権 力化 した ことは歴 史的な事実である。

35)エ ホバの証人,セ ヴンスデイ ・ア ドヴ ェソチ ス トな どがあるが,東 欧革命後の布教で急速

な教勢の拡大 を行 った。そ の結果生 じた農村共同体内部 での対立 などにつ いては拙稿(新 免

1997b)を 参照。
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